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1 

は
じ
め
に

近
時
、我
が
国
の
国
家
安
全
保
障
を
取
り
巻
く
世
界
情
勢
は
緊
迫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、国
際
テ
ロ
組
織
で
あ
る
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
ス
テ
ー

ト
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
）
は
二
〇
一
五
年
に
日
本
を
テ
ロ
の
標
的
と
す
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、
我
が
国
国
内
に
お
い
て
も
、
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

の
関
係
者
と
連
絡
を
取
っ
て
い
る
と
称
す
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
爆
弾
テ
ロ
未
遂
等

の
罪
で
国
際
刑
事
警
察
機
構
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
を
通
じ
て
国
際
指
名
手
配
さ
れ
て
い
た
者
が
複
数
回
に
わ
た
り
我
が
国
へ
入
出
国
を
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
も
は
や
国
際
テ
ロ
の
脅
威
は
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る（

（
（

。

加
え
て
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
国
家
間
の
情
勢
も
予
断
を
許
さ
な
い
局
面
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
北
朝
鮮
は
こ
れ
ま
で
六

回
の
核
実
験
を
実
施
し
、
近
年
で
は
前
例
の
な
い
頻
度
で
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
繰
り
返
し
て
い
る
他
、
軍
事
機
密
情
報
の
窃
取
や
他

国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
へ
の
攻
撃
能
力
の
開
発
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
我
が
国
に
と
っ
て
重
大
か
つ
差
し

迫
っ
た
脅
威
の
一
つ
と
い
え
る（

（
（

。
ま
た
、
北
朝
鮮
は
我
が
国
に
潜
伏
し
て
い
る
工
作
員
等
を
通
じ
、
情
報
収
集
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

以
上
の
よ
う
な
国
際
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
は
、
我
が
国
も
自
国
の
安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
は
積
極
的
な
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
、
相
手
方
の
計
画
、
行
動
、
作
戦
な
ど
の
情
報
を
相
手
方
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
直
接
的
か
つ
確
実

に
捕
捉
す
る
必
要
が
あ
り
、電
子
的
監
視
が
有
効
な
一
手
段
と
な
る
。
と
は
い
え
、こ
の
よ
う
な
電
子
的
監
視
は
個
人
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

を
不
当
に
侵
害
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
個
人
の
自
由
と
国
家
の
安
全
と
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の

点
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
る
こ
と
が
今
ま
さ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
平
成
一
一
年
に
「
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
法
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（
以
下
、
通
信
傍
受
法
と
い
う
）」
が
制
定
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
き
た
が
、
国
家
安
全
保
障
を
目
的
と
す
る
電
子
的
監
視
法
は
制
定
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
外
国
の
勢
力
や
そ
の
構
成
員
及
び
協
力
者
等
を
対
象
と
し
た
対

外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
の
可
能
性
に
つ
き
手
続
法
的
観
点
か
ら
若
干
の
検
討
を
行
い
、
今
後
の
議
論
の
足
掛
か
り
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
。

尚
、
本
稿
で
い
う
電
子
的
監
視
と
は
通
信
傍
受
と
同
義
で
用
い
る
こ
と
と
し
、
そ
こ
で
は
通
信
の
内
容
の
捕
捉
を
い
う
も
の
と
す
る
。

2 

我
が
国
に
お
け
る
犯
罪
捜
査
を
目
的
と
し
な
い
情
報
収
集
及
び
監
視
活
動
の
事
例

こ
こ
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
る
に
当
た
り
、
ま
ず
、

電
子
的
監
視
で
は
な
い
が
、
近
時
、
我
が
国
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
た
政
府
に
よ
る
犯
罪
捜
査
を
目
的
と
し
な
い
情
報
収
集
及
び
監
視
活

動
の
事
例
に
つ
い
て
簡
単
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
東
京
高
判
平
成
二
七
年
四
月
一
四
日
（LEX

/D
B25506287

）（
（
（

で
は
警
察
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る
情
報
収
集
及
び
監
視

活
動
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
件
は
国
際
テ
ロ
対
策
に
関
し
記
載
が
あ
る
デ
ー
タ
及
び
複
数
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
原
告
に
つ
い
て
の
個

人
情
報
が
含
ま
れ
る
デ
ー
タ
が
フ
ァ
イ
ル
交
換
ソ
フ
ト
で
あ
る
ウ
ィ
ニ
ー
（W

inny

）
を
通
じ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
掲
出
さ
れ
た
こ

と
に
端
を
発
す
る
。
本
件
デ
ー
タ
の
中
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
Ａ
4
・
一
枚
サ
イ
ズ
の

履
歴
書
様
の
書
面
の
デ
ー
タ
に
、
原
告
（
一
部
除
く
）
ら
の
国
籍
、
出
生
地
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
（
年
齢
）、
現
住
所
、
勤
務
先
及

び
使
用
車
両
が
各
記
載
さ
れ
、「
入
国
在
留
関
係
」
と
し
て
、
上
陸
年
月
日
、
旅
券
番
号
、
旅
券
発
行
年
月
日
、
在
留
資
格
、
本
国
住
所
、
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在
留
期
間
、
登
録
年
月
日
、
登
録
市
区
町
村
及
び
登
録
番
号
が
、「
住
所
歴
学
歴
職
歴
」
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
住
所
歴
及
び
通
学
・

勤
務
先
歴
が
、「
身
体
特
徴
」
と
し
て
、
身
長
、
体
格
、
髪
、
ひ
げ
、
眼
鏡
の
有
無
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
訴
外

人
一
名
以
外
の
者
に
つ
き
、「
家
族
交
友
関
係
」
と
し
て
、
そ
の
家
族
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
勤
務
先
及
び
住
所
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
、

一
部
の
者
に
つ
い
て
は
、「
免
許
関
係
」
と
し
て
、
保
有
す
る
免
許
の
種
別
、
取
得
年
月
日
及
び
免
許
番
号
が
、「
犯
罪
情
報
」
と
し
て
、

検
挙
年
月
日
、
罪
名
、
検
挙
署
及
び
処
分
結
果
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
他
、「
容
疑
」、「
対
応
状
況
及
び
方
針
」、「
所
属
団
体
」、「
地
位
・

役
職
・
役
割
等
」、「
モ
ス
ク
へ
の
立
ち
入
り
状
況
」、「
立
ち
寄
り
徘
徊
先
」、「
行
動
パ
タ
ー
ン
概
要
」
と
い
う
項
目
に
つ
い
て
の
記
載
欄

も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、「
容
疑
」
と
「
対
応
状
況
及
び
方
針
」
に
つ
い
て
は
全
員
に
つ
き
記
載
が
さ
れ
、
一
部
の
者
に
つ
い

て
は
そ
の
余
の
項
目
の
記
載
も
さ
れ
た
上
で
、
顔
写
真
が
添
付
さ
れ
た
デ
ー
タ
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
原
告
の
一
人
に
つ
い

て
は
、
履
歴
書
様
書
面
は
存
在
し
な
い
が
、
同
原
告
に
つ
き
、「
1 

人
定
事
項
」
と
し
て
、
国
籍
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
旅
券
番
号
、
在

留
資
格
、
職
業
・
所
在
地
、
出
生
地
、
本
国
住
所
、
日
本
国
内
住
所
、
日
本
国
内
携
帯
電
話
番
号
・
自
宅
電
話
番
号
、
家
族
、
出
入
国
歴
、

出
入
り
モ
ス
ク
が
記
載
さ
れ
、
ま
た
、「
2 

容
疑
情
報
」
と
し
て
、
特
定
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
交
友
関
係
等
が
具
体
的
か
つ
詳
細
に
記

載
さ
れ
た
書
面
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
る
な
ど
し
て
い
た
。
原
告
ら
は
、
警
視
庁
、
警
察
庁
及
び
国
家
公
安
委
員
会
が
モ
ス
ク
を
監
視
す
る

な
ど
し
、
原
告
ら
の
信
教
の
自
由
等
の
憲
法
上
の
権
利
を
侵
害
し
た
な
ど
と
し
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
等
の
請

求
を
求
め
た
が
、
原
審
は
原
告
の
こ
の
点
に
つ
い
て
の
主
張
を
退
け
、
監
視
等
の
違
法
性
を
認
め
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
原
告
及
び
被
告

が
そ
れ
ぞ
れ
敗
訴
部
分
に
つ
き
控
訴
し
た
が
、
東
京
高
裁
は
警
視
庁
が
モ
ス
ク
の
動
向
を
把
握
し
て
い
た
事
実
を
認
め
た
も
の
の
、
情
報

収
集
活
動
の
態
様
や
必
要
性
等
に
着
目
し
て
検
討
を
加
え
た
原
審
を
認
容
し
、
本
件
情
報
収
集
活
動
に
よ
る
原
告
ら
の
憲
法
上
の
権
利
、

憲
法
二
〇
条
一
項
（
信
教
の
自
由
）、
憲
法
一
四
条
（
平
等
権
保
障
）、
憲
法
一
三
条
（
み
だ
り
に
自
身
の
信
仰
内
容
・
信
仰
活
動
に
関
す
る
情
報
を
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行
政
機
関
に
収
集
・
保
有
さ
れ
な
い
自
由
）
へ
の
侵
害
は
な
い
旨
判
示
し
、
国
家
賠
償
法
上
の
違
法
性
を
認
め
な
か
っ
た
。

次
に
、
仙
台
高
判
平
成
二
八
年
二
月
二
日
（
判
時
二
二
九
三
号
一
八
頁
）（

（
（

で
は
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す
る
活
動
等
を
し
て
い
た
者
達
に
対

す
る
陸
上
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
（
情
報
保
全
隊
）
に
よ
る
情
報
収
集
活
動
が
問
題
と
さ
れ
た
。
原
告
ら
は
、
情
報
保
全
隊
作
成
の
内
部
文

書
の
写
し
で
あ
る
複
数
の
情
報
資
料
と
題
す
る
文
書
（
文
書
一
）
並
び
に
「
イ
ラ
ク
自
衛
隊
派
遣
に
対
す
る
国
内
勢
力
の
反
対
動
向
」
と

題
す
る
複
数
の
文
書
（
文
書
二
）
を
所
持
し
て
お
り
、
文
書
一
の
内
容
は
、
概
ね
、（
1
）
全
般
、（
2
）
一
般
情
勢
、（
3
）
反
自
衛
隊
活

動
、（
4
）
外
事
、（
5
）
自
衛
隊
に
対
す
る
マ
ス
コ
ミ
動
向
、（
6
）
対
象
期
間
以
前
の
事
象
、（
7
）
国
内
勢
力
の
今
後
の
取
り
組
み
予

定
か
ら
な
り
、
各
文
書
に
お
い
て
、
各
項
目
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
、
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す
る
活
動
の
報
告
や
派
遣
反
対
活
動
等
に
関

す
る
発
生
年
月
日
、
発
生
場
所
、
関
係
団
体
、
関
係
者
、
内
容
、
勢
力
等
に
つ
い
て
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
書
二
は
、「
イ

ラ
ク
派
遣
に
対
す
る
国
内
勢
力
の
反
対
動
向
に
関
す
る
全
国
規
模
の
も
の
を
週
間
単
位
及
び
月
単
位
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

国
内
勢
力
の
動
向
に
つ
い
て
の
分
析
の
資
と
す
る
」
こ
と
を
そ
の
趣
旨
と
し
て
お
り
、
そ
の
項
目
は
概
ね
（
1
）
趣
旨
、（
2
）
期
間
、

（
3
）
国
内
勢
力
の
動
向
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
か
ら
な
り
、
中
に
は
、（
4
）
イ
ラ
ク
現
地
に
お
け
る
国
内
勢
力
の
動
向
、（
5
）
日
本
国

内
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
勢
力
等
の
特
異
動
向
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
文
書
二
は
、
イ
ラ
ク
派
遣
に
反
対
す
る
国
内
勢

力
の
反
対
動
向
に
関
し
て
、
区
分
、
名
称
（
主
催
団
体
）、
行
動
形
態
、
年
月
日
、
時
間
、
場
所
、
動
員
数
、
行
動
の
概
要
等
を
ま
と
め
て

い
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
際
、
一
部
文
書
に
は
団
体
等
の
活
動
・
行
動
な
ど
を
撮
影
し
た
写
真
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
原
告
ら
は
、

陸
上
自
衛
隊
情
報
保
全
隊
に
よ
っ
て
、
上
記
活
動
等
を
監
視
さ
れ
、
情
報
を
収
集
等
さ
れ
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
権
利
を
侵
害
さ
れ
、
精

神
的
苦
痛
を
受
け
た
な
ど
と
し
て
、
防
衛
省
（
平
成
一
九
年
一
月
八
日
ま
で
は
防
衛
庁
）
に
よ
り
各
自
衛
隊
を
管
理
、
運
営
す
る
被
告
（
国
）

に
対
し
、
人
格
権
等
に
基
づ
き
、
情
報
保
全
隊
に
よ
る
原
告
ら
の
意
見
表
明
、
出
版
、
集
会
、
結
社
、
デ
モ
行
進
そ
の
他
の
一
切
の
表
現
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活
動
の
監
視
、
上
記
各
原
告
ら
の
情
報
の
収
集
、
記
録
、
整
理
、
利
用
、
保
管
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
並
び
に
上
記
各
原
告
ら
へ
の
慰

謝
料
な
ど
を
請
求
し
た
。
原
審
は
原
告
ら
の
監
視
等
の
差
止
め
に
係
る
訴
え
を
い
ず
れ
も
却
下
し
、
一
部
の
原
告
に
つ
い
て
は
慰
謝
料
の

請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
件
原
告
ら
が
そ
の
敗
訴
部
分
に
つ
き
控
訴
し
、
差
止
め
等
に
係
る
予
備
的
請
求
を
追
加
し
、
被
告

（
国
）
も
そ
の
敗
訴
部
分
に
つ
き
控
訴
し
た
。
仙
台
高
裁
は
ま
ず
、原
告
ら
に
よ
る
差
止
め
の
対
象
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

そ
の
上
で
、
情
報
保
全
隊
の
情
報
収
集
行
為
の
目
的
、
必
要
性
、
態
様
、
被
侵
害
利
益
等
を
検
討
し
、
情
報
収
集
行
為
等
が
違
法
性
を
有

す
る
か
個
別
に
検
討
し
た
結
果
、
原
告
一
名
の
一
般
的
に
公
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
本
名
等
の
情
報
収
集
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
性
が
認

め
難
い
と
し
て
違
法
性
を
認
め
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
犯
罪
捜
査
を
目
的
と
し
な
い
公
安
目
的
・
情
報
取
集
目
的
で
の
政
府
機
関
に
よ
る
活
動
実
態

が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
情
報
収
集
行
為
及
び
監
視
活
動
の
態
様
は
、
モ
ス
ク
付
近
か
ら
そ
の
出
入
り
状
況
を
確
認
し

た
り
、
デ
モ
行
進
等
の
公
の
現
場
に
お
い
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
写
真
撮
影
や
録
音
が
行
わ
れ
る
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
本
稿
の
検
討
対
象
で
あ
る
電
子
的
監
視
を
用
い
た
対
外
諜
報
目
的
で
の
情
報
収
集
は
両
事
案
の
よ
う
な
監
視
・
情
報
収
集
と
比

べ
る
と
そ
の
性
質
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
、
通
常
は
第
三
者
が
傍
受
し
て
い
な
い
と
の
期
待
が
あ
る
通
信
の
内
容
を
当
事
者

が
不
知
の
間
に
直
接
的
に
捕
捉
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
濫
用
が
生
じ
れ
ば
、
特
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
侵
害
の
程
度
が
強
い
も

の
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
電
子
的
監
視
に
つ
い
て
は
よ
り
慎
重
な
制
度
を
設
け
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る（

（
（

。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
、
そ
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
既
存
の
犯
罪
捜
査
目
的
で
の
通
信
傍
受
法
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
簡
単

に
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。
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3 

我
が
国
に
お
け
る
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
法
の
概
要

ま
ず
、
通
信
傍
受
法
の
対
象
犯
罪
は
、
現
在
、
法
律
制
定
当
時
の
薬
物
関
連
犯
罪
や
銃
器
関
連
犯
罪
な
ど
に
加
え
て
、
傷
害
、
殺
人
、

詐
欺
、
児
童
ポ
ル
ノ
関
連
犯
罪
等
に
ま
で
そ
の
対
象
を
拡
大
し
て
い
る（

（
（

。
そ
し
て
、
傍
受
を
実
施
す
る
た
め
の
実
体
要
件
に
つ
い
て
み
る

と
、
規
定
ご
と
に
違
い
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
（
1
）
対
象
犯
罪
の
実
行
、
準
備
ま
た
は
証
拠
隠
滅
等
の
事
後
措
置
に
関
す
る
謀
議
、
指

示
そ
の
他
の
相
互
連
絡
そ
の
他
当
該
犯
罪
の
実
行
に
関
連
す
る
事
項
を
内
容
と
す
る
通
信
（
犯
罪
関
連
通
信
）
が
行
わ
れ
る
と
「
疑
う
に

足
り
る
状
況
」
が
あ
り
、
か
つ
、（
2
）
他
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、
犯
人
を
特
定
し
、
ま
た
は
犯
行
の
状
況
も
し
く
は
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
が
ま
ず
求
め
ら
れ
、そ
の
上
で
（
3
）
対
象
犯
罪
が
行
わ
れ
た
と
疑
う
に
足
り
る
「
十
分
な
理
由
」

が
あ
り
、
当
該
犯
罪
が
数
人
の
共
謀
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
行
わ
れ
る
疑
う
に
足
り
る
状
況
が
あ
る
と
き
な
ど
が
そ
の
要
件
と
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

。
そ
し
て
、傍
受
を
実
施
す
る
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
実
体
要
件
が
充
足
さ
れ
て
い
る
か
裁
判
官
に
よ
る
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

一
定
の
職
位
に
あ
る
検
察
官
、
警
察
官
、
麻
薬
取
締
官
及
び
海
上
保
安
官
が
地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
に
傍
受
令
状
の
請
求
を
行
う（

（1
（

。
請
求

を
受
け
た
裁
判
官
は
そ
の
請
求
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
傍
受
が
で
き
る
期
間
と
し
て
一
〇
日
以
内
の
期
間
を
定
め
て
、
傍
受

令
状
を
発
す
る（

（1
（

。
傍
受
令
状
に
は
被
疑
者
の
氏
名
、
被
疑
事
実
の
要
旨
、
罪
名
、
罰
条
、
傍
受
す
べ
き
通
信
、
傍
受
の
対
象
と
す
べ
き
通

信
手
段
、
傍
受
の
実
施
の
方
法
及
び
場
所
、
傍
受
が
で
き
る
期
間
、
傍
受
の
実
施
に
関
す
る
条
件
、
有
効
期
間
等
を
記
載
す
る（

（1
（

。
傍
受
の

実
施
に
際
し
て
は
、
通
信
管
理
者
等
を
立
会
わ
せ
な
く
て
は
な
ら
ず（

（1
（

、
傍
受
す
べ
き
通
信
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
は
な
い
場
合
、

当
該
通
信
が
傍
受
す
べ
き
通
信
に
該
当
す
る
か
判
断
す
る
た
め
に
最
小
限
度
の
範
囲
で
傍
受
で
き
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
傍
受
実
施
後
は
通
信
の

当
事
者
へ
傍
受
が
実
施
さ
れ
、
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
通
知
を
す
る
こ
と（

（1
（

、
毎
年
国
会
へ
の
傍
受
件
数
等
を
報
告
す
る
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こ
と（

（1
（

な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
違
法
な
傍
受
に
対
し
て
は
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
通
信
傍
受
法
は
実
体
要
件
、
手

続
要
件
に
加
え
て
、
各
種
の
不
当
な
傍
受
を
防
止
す
る
保
護
策
を
規
定
し
、
慎
重
な
法
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
捜
査
目
的
で
の
通
信
傍
受
は
、
現
在
で
は
通
信
傍
受
法
に
よ
る
直
接
的
な
規
律
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
れ
は
本
来

的
に
は
い
か
な
る
法
的
性
質
を
有
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
す
る
際
に
は
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
通
信
傍
受
法
施
行
以
前
の
通
信
傍
受
に
つ
い

て
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

4 

犯
罪
捜
査
目
的
で
の
通
信
傍
受
の
法
的
性
質

通
信
傍
受
法
が
制
定
・
施
行
さ
れ
る
ま
で
通
信
傍
受
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
刑
訴
法
二
一
八
条
に
規
定
さ
れ
る
検
証
許
可
状
を

用
い
て
実
施
さ
れ
て
き
た
。

ま
ず
、
甲
府
地
判
平
成
三
年
九
月
三
日
（
判
時
一
四
〇
一
号 

一
二
七
頁
）（

（1
（

で
は
、
暴
力
団
幹
部
で
あ
る
被
告
人
ら
は
電
話
を
用
い
た
覚
せ

い
剤
密
売
に
従
事
し
て
お
り
、警
察
官
は
裁
判
官
に
よ
り
発
付
さ
れ
た
検
証
許
可
状
に
よ
り
電
話
の
通
話
内
容
の
検
証（
傍
受
）を
行
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
検
証
が
、
個
人
の
尊
厳
を
規
定
し
た
憲
法
一
三
条
、
通
信
の
秘
密
を
保
障
し
た
憲
法
二
一
条
二
項
、
適
正
手
続
を
保
障
し

た
憲
法
三
一
条
及
び
捜
索
・
押
収
等
に
関
し
令
状
主
義
を
定
め
た
憲
法
三
五
条
並
び
に
強
制
処
分
法
定
主
義
を
定
め
た
刑
訴
法
一
九
七
条

一
項
等
に
違
反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
、
甲
府
地
裁
は
、
検
証
許
可
状
に
よ
る
通
話
内
容
の
検
証
（
傍
受
）
の
適
法
性
を
認
め
た
。
ま
た
、

東
京
高
判
平
成
四
年
一
〇
月
一
五
日
（
高
刑
速
平
成
四
年
三
七
頁
（
二
九
六
八
号
））（

（2
（

で
は
、
同
じ
く
暴
力
団
の
組
関
係
者
ら
に
よ
る
電
話
を



二
九
一

国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

用
い
た
覚
せ
い
剤
密
売
事
案
に
お
い
て
警
察
官
が
行
っ
た
裁
判
官
が
発
付
し
た
検
証
許
可
状
に
よ
る
電
話
の
通
話
内
容
の
傍
受
が
憲
法

二
一
条
二
項
、
三
一
条
、
三
五
条
及
び
刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
等
に
反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
、
本
件
に
お
い
て
も
東
京
高
裁
は
検
証
許
可

状
に
よ
る
通
話
内
容
の
傍
受
の
適
法
性
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
、
最
決
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
（
刑
集
五
三
巻
九
号

一
三
二
七
頁
）（

（2
（

に
お
い
て
、
覚
せ
い
剤
密
売
を
行
っ
て
い
る
被
疑
者
ら
が
利
用
す
る
電
話
に
対
す
る
裁
判
官
に
よ
り
発
付
さ
れ
た
検
証
許

可
状
に
よ
る
電
話
傍
受
が
同
様
に
憲
法
三
一
条
、
三
五
条
、
一
三
条
、
二
一
条
二
項
及
び
刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
但
書
に
違
反
す
る
か
が

争
わ
れ
、
最
高
裁
判
所
も
検
証
許
可
状
に
よ
る
電
話
傍
受
の
適
法
性
を
認
め
た
。
本
件
は
通
信
傍
受
法
制
定
後
、
施
行
前
に
最
高
裁
判
所

が
検
証
許
可
状
に
よ
る
通
信
傍
受
の
適
法
性
を
認
め
た
事
案
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
我
が
国
の
裁
判
例
で
は
電
話
傍
受
は
一
貫
し
て
検
証
許
可
状
に
よ
る
そ
の
実
施
の
適
法
性
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
こ
の
検
証
に
つ
い
て
見
る
と
、
検
証
と
は
、
形
状
を
変
更
せ
ず
に
は
法
廷
で
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
証
拠
を
法
廷
に
提
示
で
き
る

よ
う
に
変
更
し
、
か
つ
、
そ
の
証
拠
を
得
た
官
憲
と
全
く
同
様
の
臨
場
感
を
も
っ
て
裁
判
官
が
証
拠
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
書

面
、
文
書
、
図
面
、
写
真
等
を
用
い
て
証
拠
の
示
す
状
況
を
正
確
に
保
全
す
る
活
動
を
い
い
、
そ
れ
が
個
人
の
保
護
さ
れ
た
領
域
に
立
ち

行
っ
て
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
憲
法
三
五
条
上
の
捜
索
・
押
収
を
構
成
す
る
た
め
、
裁
判
官
に
よ
る
令
状
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
刑
訴
法
二
一
八
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
最
決
平
成
一
一
年
一
二
月
一
六
日
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
検
証
許
可
状
に
よ
る
電
話
傍

受
の
実
施
を
認
め
、
電
話
傍
受
は
こ
の
検
証
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
示
し
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
検
証
は
、
刑
事
訴
訟

法
上
、
捜
索
・
押
収
と
は
区
別
さ
れ
る
（
捜
索
・
押
収
で
は
な
い
）、
が
、
憲
法
三
五
条
上
で
は
捜
索
・
押
収
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
犯
罪
捜
査
目
的
で
の
電
話
傍
受
（
通
信
傍
受
）
は
、
現
在
で
は
、
通
信
傍
受
法
に
よ
り
直
接
的
に
規
律
を
受
け
て
い
る
が
、

本
来
的
に
は
、
刑
訴
法
上
の
検
証
の
性
質
を
有
す
る
と
同
時
に
憲
法
三
五
条
上
の
捜
索
・
押
収
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
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き
よ
う（

（2
（

。

以
上
の
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
次
に
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
と
憲
法
三
五
条
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
対

外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
に
憲
法
三
五
条
が
適
用
さ
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
我
が
国
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
は

な
さ
れ
て
き
て
い
な
い
が
、
行
政
手
続
に
憲
法
三
五
条
の
規
律
が
及
ぶ
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
最
高
裁
判
所
に
よ
る
判
断
が
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
行
政
手
続
と
憲
法
三
五
条
の
関
係
に
つ
き
最
高
裁
判
所
に
よ
る
判
断
を
参
考
に
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監

視
に
憲
法
三
五
条
の
規
律
が
及
ぶ
か
を
検
討
す
る
。

5 

対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
へ
の
憲
法
三
五
条
の
適
用
可
能
性

ま
ず
、
最
判
昭
和
四
七
年
一
一
月
二
二
日
（
刑
集
二
六
巻
九
号
五
五
四
頁
）（
川
崎
民
商
事
件
）（

（2
（

で
は
、
被
告
人
が
所
管
税
務
署
長
に
提
出

し
た
確
定
申
告
書
に
過
少
申
告
の
疑
い
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
税
務
署
職
員
は
そ
の
調
査
の
た
め
に
所
得
税
法
に
従
い
、
被
告
人
に
対
し

売
上
帳
、
仕
入
帳
等
の
呈
示
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
人
は
検
査
拒
否
に
対
す
る
罰
則
を
規
定
し
て
裁
判
所
の
令
状
な
く
強
制
的

に
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
旧
所
得
税
法
は
憲
法
三
五
条
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。
最
高
裁
判
所
は
旧
所
得
税
法
に
よ
る
検

査
は
、「
所
得
税
の
公
平
確
実
な
賦
課
徴
収
の
た
め
に
必
要
な
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
手
続
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
上
、

刑
事
責
任
の
追
及
を
目
的
と
す
る
手
続
で
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、「
憲
法
三
五
条
一
項
の
規
定
は
、
本
来
、
主
と
し
て
刑
事
責
任
追
及

の
手
続
に
お
け
る
強
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
司
法
権
に
よ
る
事
前
の
抑
制
の
下
に
お
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
保
障
し
た
趣
旨
で
あ
る
が
、
当

該
手
続
が
刑
事
責
任
追
及
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
と
の
理
由
の
み
で
、
そ
の
手
続
に
お
け
る
一
切
の
強
制
が
当
然
に
右
規
定
に
よ
る
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国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

保
障
の
枠
外
に
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
。」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、
旧
所
得
税
法
に
規
定
す
る
検
査
は
、「
あ
ら
か
じ

め
裁
判
官
の
発
す
る
令
状
に
よ
る
こ
と
を
そ
の
一
般
的
要
件
と
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
を
憲
法
三
五
条
の
法
意
に
反
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
は
で
き
…
…
な
い
。」
と
判
示
し
た
。

ま
た
、
最
判
平
成
四
年
七
月
一
日
（
民
集
四
六
巻
五
号
四
三
七
頁
）（
成
田
新
法
事
件
）（

（2
（

で
は
、
新
東
京
国
際
空
港
の
建
設
に
反
対
す
る
上

告
人
及
び
上
告
人
を
支
援
す
る
い
わ
ゆ
る
過
激
派
等
に
よ
る
実
力
闘
争
が
展
開
さ
れ
、
空
港
建
設
が
大
幅
に
遅
れ
た
。
ま
た
、
上
告
人
の

支
援
者
で
あ
る
過
激
派
集
団
が
管
制
塔
に
侵
入
し
て
、
レ
ー
ダ
ー
や
送
受
信
器
等
の
航
空
管
制
機
器
類
を
破
壊
す
る
等
の
事
件
が
発
生
し

た
た
め
、
そ
の
共
用
開
始
も
延
期
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
新
空
港
も
し
く
は
そ
の
機
能
に
関
連
す
る
施
設
の
設
置
も
し
く
は
管
理
を
阻
害
し
、

ま
た
は
新
空
港
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
の
航
行
を
妨
害
す
る
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
を
防
止
す
る
た
め
、
そ
の
活
動
の
用

に
供
さ
れ
る
工
作
物
の
使
用
の
禁
止
等
の
措
置
を
定
め
る
「
新
東
京
国
際
空
港
の
安
全
確
保
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
五
三
年
法
律
第

四
二
号
）」（
措
置
法
）
が
制
定
さ
れ
、
工
作
物
の
所
有
者
及
び
管
理
者
で
あ
る
原
告
に
対
し
、
工
作
物
を
そ
の
活
動
の
用
に
供
す
る
こ
と

を
禁
止
す
る
旨
の
命
令
を
発
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
原
告
は
、
同
法
の
使
用
禁
止
命
令
は
工
作
物
へ
の
立
ち
入
り
規
定
と
相
ま
っ
て
、
住

居
の
不
可
侵
を
侵
害
し
、
令
状
に
よ
ら
な
い
捜
索
を
認
め
る
も
の
で
憲
法
三
五
条
に
反
す
る
と
主
張
し
た
。
最
高
裁
判
所
は
「
憲
法
三
五

条
の
規
定
は
、
本
来
、
主
と
し
て
刑
事
手
続
に
お
け
る
強
制
に
つ
き
、
そ
れ
が
司
法
権
に
よ
る
事
前
の
抑
制
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と

を
保
障
し
た
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
手
続
が
刑
事
責
任
追
及
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
由
の
み
で
、
そ
の
手
続
に
お

け
る
一
切
の
強
制
が
当
然
に
右
規
定
に
よ
る
保
障
の
枠
外
に
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い
（
最
高
裁
昭
和
四
四
年
（
あ
）
第

七
三
四
号
同
四
七
年
一
一
月
二
二
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
二
六
巻
九
号
五
五
四
頁
）。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
手
続
は
、
刑
事
手
続
と
そ
の
性
質
に

お
い
て
お
の
ず
か
ら
差
異
が
あ
り
、
ま
た
、
行
政
目
的
に
応
じ
て
多
種
多
様
で
あ
る
か
ら
、
行
政
手
続
に
お
け
る
強
制
の
一
種
で
あ
る
立
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入
り
に
す
べ
て
裁
判
官
の
令
状
を
要
す
る
と
解
す
る
の
は
相
当
で
は
な
く
、
当
該
立
入
り
が
、
公
共
の
福
祉
の
維
持
と
い
う
行
政
目
的
を

達
成
す
る
た
め
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
刑
事
責
任
追
及
の
た
め
の
資
料
収
集
に
直
接
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
、
ま
た
、
強
制
の
程
度
、
態
様
が
直
接
的
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
総
合
判
断
し
て
、
裁
判
官
の
令
状
の
要
否
を
決
め
る
べ
き

で
あ
る
。」
と
し
、
措
置
法
は
憲
法
三
五
条
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
と
判
示
し
た
。

そ
し
て
、
最
判
平
成
二
八
年
一
二
月
九
日
（
刑
集
七
〇
巻
八
号
八
〇
六
頁
）（

（2
（

で
は
、
東
京
税
関
の
職
員
は
、
イ
ラ
ン
国
内
か
ら
東
京
都
内

に
滞
在
す
る
外
国
人
に
宛
て
て
発
送
さ
れ
た
郵
便
物
に
つ
き
、
品
名
が
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
輸
入
禁
制
品
の
有
無
等
を
確
認

す
る
た
め
、
本
件
郵
便
物
の
外
装
箱
を
開
披
し
た
と
こ
ろ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ボ
ト
ル
が
二
本
入
っ
て
い
る
の
を
確

認
し
た
。
そ
の
後
、
同
職
員
は
両
ボ
ト
ル
に
つ
き
Ｔ
Ｄ
Ｓ
検
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
両
ボ
ト
ル
か
ら
覚
せ
い
剤
反
応
が
あ
っ
た
た
め
、
審

理
官
に
、
本
件
郵
便
物
を
引
き
継
ぎ
、
審
理
官
は
ボ
ト
ル
の
中
に
入
っ
て
い
た
固
形
物
に
対
し
麻
薬
試
薬
及
び
覚
せ
い
剤
試
薬
を
用
い
て

仮
鑑
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
陽
性
反
応
が
出
た
た
め
、
同
税
関
業
務
部
分
析
部
門
に
鑑
定
を
依
頼
し
、
そ
こ
で
も
覚
せ
い
剤
で
あ
る

と
の
鑑
定
結
果
が
出
た
こ
と
か
ら
、同
税
関
調
査
部
の
審
議
官
は
差
押
許
可
状
を
得
て
郵
便
物
を
差
押
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
人
は
、

本
件
郵
便
物
に
対
し
て
行
わ
れ
た
本
件
各
検
査
等
は
本
件
郵
便
物
を
破
壊
し
、そ
の
内
容
物
を
消
費
す
る
行
為
で
あ
り
、プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー

権
及
び
財
産
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
捜
査
を
目
的
と
し
て
、
本
件
郵
便
物
の
発
送
人
ま
た
は
名
宛
人
の
同
意
な
く
、
裁
判

官
の
発
す
る
令
状
も
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
、
関
税
法
上
許
容
さ
れ
て
い
な
い
検
査
で
あ
っ
て
、
憲
法
三
五
条
が
許
容
し
な
い
強
制
処
分

に
当
た
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
判
所
は
、「
憲
法
三
五
条
の
規
定
は
、
主
と
し
て
刑
事
手
続
に
お
け
る
強
制
に
つ
き
、

司
法
権
に
よ
る
事
前
抑
制
の
下
に
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
を
保
障
し
た
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
手
続
が
刑
事
責
任
追
及
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
由
の
み
で
、
そ
の
手
続
に
お
け
る
一
切
の
強
制
が
当
然
に
同
規
定
に
よ
る
保
障
の
枠
外
に
あ
る
と
判
断
す
る
こ



二
九
五

国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

と
は
相
当
で
な
い
。」
と
し
た
上
で
、「
本
件
各
規
定
に
よ
る
検
査
等
は
、
前
記
の
よ
う
な
行
政
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
続
で
、

刑
事
責
任
の
追
及
を
直
接
の
目
的
と
す
る
手
続
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
資
料
の
取
得
収
集
に
直
接
結
び
付
く
作
用
を
一
般
的
に
有
す
る

も
の
で
も
な
い
。」
本
件
「
…
…
事
実
関
係
の
下
で
は
、
裁
判
官
の
発
す
る
令
状
を
得
ず
に
、
郵
便
物
の
発
送
人
又
は
名
宛
人
の
承
諾
を

得
る
こ
と
な
く
、
本
件
郵
便
物
検
査
を
行
う
こ
と
は
、
本
件
各
規
定
に
よ
り
許
容
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、

憲
法
三
五
条
の
法
意
に
反
し
な
い
…
…
」
と
判
示
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
最
高
裁
判
所
は
行
政
手
続
に
憲
法
三
五
条
が
適
用
さ
れ
る
余
地
を
全
面
的
に
は
否
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
こ
で

は
、
個
別
具
体
的
な
事
情
に
基
づ
い
て
憲
法
三
五
条
を
適
用
し
て
い
る
の
か
、
行
政
手
続
一
般
に
憲
法
三
五
条
の
適
用
を
肯
定
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
射
程
、
判
示
内
容
は
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、
憲
法
三
五
条
は
令
状
主
義
を
採
用
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

一
連
の
判
断
で
は
令
状
は
不
要
と
し
て
お
り
、
い
か
な
る
場
合
に
憲
法
三
五
条
の
令
状
主
義
が
及
ぶ
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
明
確
で

は
な
い（

（2
（

。
そ
う
す
る
と
、
通
常
の
行
政
手
続
よ
り
も
さ
ら
に
特
別
な
目
的
を
有
し
て
い
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
へ
の
憲
法

三
五
条
の
適
用
の
有
無
・
程
度
は
よ
り
一
層
不
明
確
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
憲
法
三
五
条
が
適
用
さ
れ
な
い
と
解
す
る
余
地
も
存
在
す
る
。

と
は
い
え
、
そ
も
そ
も
何
ら
か
の
行
政
に
よ
る
処
分
や
活
動
が
強
制
力
の
点
及
び
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
に
対
す
る
期
待
の
点
で
犯
罪
捜
査
と

全
く
同
じ
か
、
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
場
合
、
憲
法
三
五
条
自
体
が
一
切
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
こ
と
も
ま
た
合
理
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る（

（2
（

。
そ
う
す
る
と
、
ま
ず
、
一
連
の
上
記
の
最
高
裁
判
所
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
解
釈
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
い

え
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
三
五
条
は
本
来
的
に
は
、
犯
罪
捜
査
を
規
律
す
る
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
手
続

の
規
律
に
も
適
用
が
あ
り
、
た
だ
、
そ
こ
で
は
、
行
政
手
続
の
目
的
、
内
容
等
に
照
ら
し
て
、
本
来
的
に
犯
罪
捜
査
で
求
め
ら
れ
る
要
件

と
は
異
な
る
要
件
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
最
高
裁
判
所
も
認
め
て
い
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
と（

（2
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
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考
え
れ
ば
、
国
家
安
全
保
障
と
い
う
通
常
の
行
政
上
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
な
い
国
家
の
安
全
が
関
わ
っ
て
く
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子

的
監
視
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
捜
査
や
行
政
手
続
と
は
さ
ら
に
異
な
っ
た
要
件
で
憲
法
三
五
条
の
適
用
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
対
外
諜
報
と
い
う
目
的
・
性
質
に
鑑
み
て
そ
の
適
用
は
日
本
国
民
（
永
住
権
者
）
に
限
ら
れ
る
と
の
さ
ら
に
限
定

的
な
解
釈
が
可
能
な
余
地
は
尚
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。）。

仮
に
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
っ
た
場
合
で
あ
れ
ば
、
憲
法
三
五
条
に
よ
る
直
接
的
な
規
律
に
よ
り
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
確
な
ル
ー
ル
を
規
定
せ
ず
、
憲
法
三
五
条
そ
れ
自
体
に
依
拠
し
て
監
視
を
規
律

す
る
こ
と
は
現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
領
域
で
は
、
通
信
傍
受
法
施
行
前
の
通
信
傍
受
で
用
い
ら
れ
て
い
た
刑
事
訴
訟
法

上
の
検
証
許
可
状
の
よ
う
な
制
度
や
規
定
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
三
五
条
の
法
意
に
根
差
し
た
立
法
を
行
い
、
監
視
を
規
律
す
べ

き
こ
と
に
な
ろ
う
。
既
存
の
犯
罪
捜
査
目
的
で
の
通
信
傍
受
と
同
様
に
、
政
府
の
対
外
諜
報
活
動
を
よ
り
適
切
に
規
律
し
、
国
民
が
政
府

の
活
動
を
よ
り
確
定
的
に
予
測
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
情
報
の
収
集
と
そ
の
保
護
等
の
要
件
を
明
確
に
し
た
周
到
な
立
法
が
求

め
ら
れ
よ
う（

（3
（

。

ま
た
、
対
外
諜
報
に
は
憲
法
三
五
条
が
適
用
さ
れ
な
い
と
の
立
場
に
立
っ
た
場
合
で
も
、
明
確
な
手
続
を
規
定
し
た
法
律
を
検
討
し
て

お
く
意
味
は
大
き
い
。
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
に
憲
法
三
五
条
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本

稿
で
は
、
あ
く
ま
で
現
段
階
で
の
一
考
察
と
し
て
、
仮
に
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
に
も
憲
法
三
五
条
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
場

合
に
考
え
ら
れ
る
法
制
度
に
つ
い
て
手
続
法
的
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
に
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
を
制
定
法
と
し
て
規
律
す
る
対
外
諜
報
活
動
監
視
法
（Foreign Intelligence 

Surveillance A
ct of 1978,FISA

（
（3
（

以
下
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
う
）
が
参
考
に
な
る
。
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国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
犯
罪
捜
査
や
行
政
目
的
に
お
け
る
政
府
の
（
監
視
）
活
動
は
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
に
よ
り
規
律
を
受
け
、
こ

の
第
四
修
正
は
我
が
国
の
憲
法
三
五
条
の
母
法
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
四
修
正
が
対
外
諜
報
へ
適
用
さ
れ
る
か
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
大
統
領
権
限
と
の
関
係
も
あ
り
、
ま
た
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
に
よ
る
判
断
も
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お

い
て
も
不
明
確
な
点
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
き
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
制
定
時
の
合
衆
国
議
会
の
報
告
に
お
け

る
説
明
で
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
案
の
基
本
的
な
前
提
は
第
四
修
正
に
反
し
な
い
形
で
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
を
認
め
る
裁
判
所
命

令
の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ
り（

（3
（

、
合
衆
国
内
で
の
政
府
の
電
子
的
監
視
が
第
四
修
正
の
根
本
的
原
理
を
遵
守
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を

保
障
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
命
令
と
他
の
手
続
上
の
保
護
策
が
不
可
欠
で
あ
り
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
法
案
は
こ
の
よ
う
な
立
法
府
の
判
断
を
具

体
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た（

（3
（

。
ま
た
、
監
視
対
象
は
外
国
勢
力
や
外
国
人
で
あ
る
そ
の
役
人
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
法
執
行

で
は
な
い
た
め
、
監
視
に
際
し
て
は
第
四
修
正
上
よ
り
広
い
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
と
か
、
国
内
の
外
国
人
も
第
四
修
正
の
保
護
を
受
け
る

が
、
対
外
諜
報
の
場
面
で
の
外
国
勢
力
な
ど
の
役
人
な
ど
に
対
す
る
適
用
で
は
、
第
四
修
正
の
合
理
性
の
要
件
が
緩
や
か
に
な
る
と
い
う

こ
と
な
ど
も
示
唆
も
さ
れ
て
い
た（

（3
（

。
さ
ら
に
、
特
に
合
衆
国
人
（U

nited States persons

）
に
対
す
る
監
視
で
は
、
監
視
の
要
件
と
し
て

犯
罪
性
の
要
件
が
求
め
ら
れ
て
い
る（

（3
（

が
、
刑
事
訴
追
が
関
わ
る
た
め
、
伝
統
的
な
第
四
修
正
法
理
か
ら
逸
脱
す
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
手
続
が
合

理
的
な
も
の
で
あ
る
か
綿
密
に
検
討
し
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

し
た
が
っ
て
、
対
外
諜
報
に
お
い
て
も
、
犯
罪
捜
査
に
お
け
る
第
四
修
正
に
よ
る
規
律
と
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
四
修
正
の

適
用
の
余
地
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
議
論
・
前
提
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
第
四
修
正
や
そ
の
法
意
に
よ
る
規
律
を
受
け
た

要
件
等
を
設
定
し
て
い
る
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
下
級
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
第
四
修
正
違
反
の
有
無
に
つ
い
て

具
体
的
な
判
断
が
下
さ
れ
て
き
て
お
り（

（3
（

、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
対
外
諜
報
を
目
的
と
し
た
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
監
視
に
つ
い
て
は
第
四



二
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修
正
の
規
律
の
適
用
が
あ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
こ
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
は
、
対
外
諜
報
に
憲
法
三
五
条
の
適
用
が
あ
る
と
し
た
場
合
の

我
が
国
の
法
制
の
考
察
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
以
下
で
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
概
要
に
つ
い
て

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

6 
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
概
要

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
国
内
の
外
国
勢
力
ま
た
は
外
国
勢
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
対
す
る
国
内
で
の
監
視
を
規
律
し
て
い
る（

（3
（

。
監
視
に
際
し
て

は
、
連
邦
政
府
の
職
員
が
書
面
に
て
宣
誓
ま
た
は
確
言
を
し
、
以
下
の
基
準
と
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
し
て
司
法
長
官
か
ら
許
可
を
得

た
上
で
、
対
外
諜
報
活
動
監
視
裁
判
所
（Foreign Intelligence Surveillance Court,FISC

以
下
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
）（

（3
（

の
裁
判
官
に
対
し
、

監
視
命
令
発
出
の
申
請
を
行
う（

（4
（

。
そ
し
て
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
内
容
は
、（
1
）
申
請
を
行
う
連
邦
政
府
職
員
の
身
元
（identity

）、（
2
）

可
能
で
あ
れ
ば
、
電
子
的
監
視
の
特
定
の
対
象
者
の
身
元
ま
た
は
説
明
、（
3
）
①
電
子
的
監
視
の
対
象
者
が
外
国
勢
力（

（4
（

ま
た
は
外
国
勢

力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト（

（4
（

で
あ
る
と
の
申
請
者
の
思
料
を
正
当
化
す
る
の
に
依
拠
し
た
事
実
ま
た
は
状
況
、
②
電
子
的
監
視
が
向
け
ら
れ
る
各

施
設
ま
た
は
場
所
が
外
国
勢
力
ま
た
は
外
国
勢
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
使
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
と
の
申
請
者
の
思
料
を
正
当
化
す
る
の
に
申
請
者
が
依
拠
し
た
事
実
ま
た
は
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
、（
4
）
提
案
さ
れ
る
最
小
化
手

続
（
（4
（

に
つ
い
て
の
説
明
、（
5
）
求
め
ら
れ
る
情
報
の
性
質
と
監
視
対
象
と
な
る
通
信
ま
た
は
活
動
の
形
態
に
つ
い
て
の
説
明
、（
6
）
一
定

の
連
邦
政
府
の
職
員
に
よ
る
①
求
め
ら
れ
て
い
る
情
報
が
対
外
諜
報
情
報
で
あ
る
と
思
料
し
て
い
る
こ
と
の
疎
明
、
②
監
視
の
重
要
な
目
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国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

的
の
一
つ
（a significant purpose

）
が
対
外
諜
報
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
の
疎
明
、
③
当
該
情
報
は
合
理
的
に
考
え
て
通

常
の
捜
査
手
法
で
は
入
手
で
き
な
い
こ
と
の
疎
明
、（
7
）
求
め
ら
れ
る
監
視
の
実
施
期
間
に
つ
い
て
の
説
明
等
が
そ
の
内
容
と
し
て
求

め
ら
れ
る（

（4
（

。

そ
し
て
、
申
請
を
受
け
た
裁
判
官
は
（
1
）
申
請
が
連
邦
政
府
の
職
員
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
司
法
長
官
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
て

い
る
か
、（
2
）
申
請
者
が
提
出
し
た
事
実
の
根
拠
に
基
づ
い
て
①
電
子
的
監
視
の
対
象
者
が
外
国
勢
力
ま
た
は
外
国
勢
力
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
で
あ
る
と
思
料
す
る
相
当
な
理
由
（probable cause

）
が
存
在
す
る
か
、
②
電
子
的
監
視
が
向
け
ら
れ
る
各
施
設
や
場
所
が
外
国
勢

力
ま
た
は
外
国
勢
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
使
用
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
料
す
る
相
当
な
理
由

が
存
在
す
る
か
、（
3
）
政
府
が
提
案
す
る
最
小
化
手
続
が
法
律
の
規
定
と
合
致
す
る
も
の
か
、（
4
）
な
さ
れ
た
申
請
が
法
律
で
求
め
ら

れ
る
す
べ
て
の
説
明
と
疎
明
を
含
ん
で
い
る
か
、
ま
た
、
監
視
の
対
象
が
合
衆
国
人
で
あ
る
場
合
、
求
め
ら
れ
る
情
報
が
対
外
諜
報
情
報

の
類
型
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
情
報
が
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
合
理
的
に
見
て
収
集
で
き
な
い
と
の
説
明
等
に
基
づ
い
て
疎
明
に
明
白
な

誤
り
が
な
い
か
に
つ
い
て
判
断
す
る（

（4
（

。
ま
た
、
電
子
的
監
視
承
認
の
命
令
を
発
す
る
命
令
は
（
1
）
可
能
で
あ
れ
ば
、
申
請
で
特
定
さ
れ

る
ま
た
は
説
明
さ
れ
る
電
子
的
監
視
の
具
体
的
な
対
象
者
の
身
元
ま
た
は
そ
の
説
明
、（
2
）
可
能
で
あ
れ
ば
、
電
子
的
監
視
が
向
け
ら

れ
る
各
施
設
ま
た
は
場
所
の
性
質
と
位
置
、（
3
）収
集
さ
れ
る
情
報
の
形
態
及
び
電
子
的
監
視
の
対
象
と
な
る
通
信
ま
た
は
活
動
の
形
態
、

（
4
）
電
子
的
監
視
が
承
認
さ
れ
る
期
間
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
特
定
す
る（

（4
（

。
監
視
の
期
間
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
最
大
九
〇
日
間
で

あ
り
、
一
定
の
外
国
勢
力
に
対
し
て
は
最
大
一
年
間
、
合
衆
国
人
で
は
な
い
外
国
勢
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
対
し
て
は
最
大
一
二
〇
日
間

と
規
定
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

収
集
し
た
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
は
、事
前
の
司
法
長
官
の
承
認
が
な
い
限
り
、当
該
情
報
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
情
報
は
法
執
行
（
刑
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事
訴
追
）
目
的
で
利
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
公
判
審
理
等
の
各
種
手
続
に
お
い
て
収
集
し
た
情
報
や
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
情
報
を
証
拠
な
ど

に
利
用
す
る
場
合
に
は
事
前
に
監
視
対
象
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
監
視
対
象
者
は
そ
の
よ
う
な
場
合
、
当
該
情
報
が
違

法
に
収
集
さ
れ
た
、
監
視
が
承
認
命
令
等
に
従
っ
て
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
証
拠
の
排
除
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る（

（4
（

。

こ
の
他
に
は
違
法
な
監
視
に
対
す
る
刑
事
制
裁（

（4
（

や
合
衆
国
議
会
等
へ
の
報
告（

（5
（

な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

尚
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
外
国
政
府
や
そ
の
構
成
部
分
な
ど
一
定
の
外
国
勢
力
間
で
な
さ
れ
る
通
信
な
ど
で
合
衆
国
人
の
通
信
が
傍
受
さ
れ

る
蓋
然
性
が
な
い
場
合
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
監
視
承
認
命
令
を
得
ず
に
大
統
領
が
司
法
長
官
を
通
じ
て
電
子
的
監
視
を
行
う
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る（

（5
（

。

以
上
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
概
要
・
骨
子
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
の
考
え
ら
れ
る
制
度

に
つ
い
て
そ
の
概
観
を
検
討
す
る
。

7 

我
が
国
に
お
け
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
の
考
え
ら
れ
る
制
度
の
概
要

（
1
）
監
視
対
象
及
び
実
体
要
件

対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
が
監
視
対
象
と
す
る
者
は
通
常
の
犯
罪
者
で
は
な
い
。
そ
こ
で
監
視
対
象
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ

る
の
は
外
国
政
府
や
外
国
テ
ロ
組
織
、
ま
た
外
国
政
府
の
職
員
や
軍
人
・
工
作
員
、
協
力
者
、
さ
ら
に
、
外
国
テ
ロ
組
織
の
構
成
員
や
そ

の
協
力
者
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（

（5
（

。
と
は
い
え
、こ
の
よ
う
な
必
ず
し
も
犯
罪
に
つ
い
て
の
実
体
要
件
を
充
足
し
て
い
な
い
者（
団
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一

国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

体
）に
対
し
て
監
視
を
実
施
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
、憲
法
三
五
条
が
禁
止
し
て
い
る
も
の
は
、「
正

当
な
理
由
」
が
な
く
、
捜
索
・
押
収
対
象
を
明
示
し
な
い
令
状
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
正
当
な
理
由
」
が
存
在
し
、
捜
索
・
押
収
対
象

を
明
示
・
特
定
し
た
令
状
に
よ
る
な
ら
ば
、
監
視
対
象
と
す
る
要
件
と
し
て
必
ず
し
も
犯
罪
の
実
行
を
絶
対
的
な
要
件
と
し
て
据
え
る
必

要
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
犯
罪
性
が
あ
る
と
は

い
え
な
い
要
件
を
監
視
対
象
の
実
体
要
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特

に
日
本
国
民
（
永
住
権
者
）
の
監
視
に
は
一
定
の
犯
罪
性
が
求
め
ら
れ
る
と
解
す
る
余
地
は
尚
も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
、
一
定
の
外
国
人

と
の
間
で
実
体
要
件
に
差
異
を
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。
日
本
国
民
（
永
住
権
者
）
と
一
定
の
外
国
人
で
監
視
の
実
体
要
件
に
差
異

を
設
け
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
対
外
諜
報
と
い
う
国
家
安
全
保
障
を
目
的
と
し
た
外
敵
か
ら
の
危
害
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
の
性
質
に
鑑
み

れ
ば
、
憲
法
三
五
条
に
い
う
「
正
当
な
理
由
」
の
下
で
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
監
視
対
象
の
定
義
・
要
件
に
つ
い
て
は
憲
法

三
五
条
と
の
関
係
か
ら
慎
重
に
議
論
を
行
い
、
画
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
求
め
ら
れ
る
実
体
要
件
の
程
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
例

え
ば
先
に
み
た
よ
う
に
、
通
信
傍
受
法
で
は
、
犯
罪
の
嫌
疑
の
程
度
は
、「
罪
が
犯
さ
れ
た
と
疑
う
に
足
り
る
十
分
な
理
由
が
あ
る
場
合
」

に
通
信
傍
受
を
認
め
て
い
る（

（5
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
十
分
な
理
由
」
と
い
う
実
体
要
件
の
程
度
を
対
外
諜
報
の
分
野
に
導
入

す
る
こ
と
に
な
る
と
、
潜
在
的
な
脅
威
に
対
処
す
る
た
め
の
諜
報
活
動
は
お
よ
そ
困
難
ま
た
は
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
実
際
に
は
ど
の

よ
う
な
嫌
疑
の
程
度
に
よ
る
か
は
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
差
し
当
た
っ
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
よ
う
に
「
相
当
な
理
由
」

を
実
体
要
件
の
程
度
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
監
視
が
向
け
ら
れ
る
通
信
の
定
義
な
ど
も
通
信
傍
受
法
を
参
考
に

し
て
確
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
2
）
監
視
の
申
請
及
び
申
請
内
容

次
に
、
監
視
の
申
請
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
、
ま
ず
申
請
を
行
う
者
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ど
の
政
府
機
関
が
監

視
を
実
施
す
る
の
か
が
関
係
す
る（

（5
（

が
、
少
な
く
と
も
前
提
と
な
る
考
え
方
は
、
現
場
の
係
官
の
判
断
で
監
視
の
申
請
が
な
さ
れ
る
の
で
は

な
く
、
一
定
の
上
位
の
係
官
が
申
請
を
行
う
か
、
一
定
の
上
位
の
係
官
に
よ
る
申
請
の
許
可
・
承
認
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
司
法
長
官
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
連
邦
の
職
員
が
申
請
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
政
府
機
関
の
構
成
・

規
模
・
役
割
等
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
も
の
と
は
異
な
る
面
が
多
々
あ
る
た
め
、
我
が
国
に
と
っ
て
現
実
的
で
ふ
さ
わ
し
い
制
度
を
慎
重

に
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
通
信
傍
受
法
で
は
傍
受
令
状
の
請
求
を
一
定
の
官
憲
（
検
事
総
長
が
指
定
す
る
検
察
官
ま
た

は
国
家
公
安
委
員
会
ま
た
は
都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
警
視
以
上
の
警
察
官
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
麻
薬
取
締
官
及
び
海
上
保
安
長
官

が
指
定
す
る
海
上
保
安
官
）
に
限
定
し
て
お
り（

（5
（

、
こ
の
こ
と
も
制
度
の
あ
り
方
と
し
て
参
考
に
な
る
。

ま
た
申
請
内
容
に
つ
い
て
も
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
同
様
に
、
申
請
者
の
身
元
の
記
載
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
具
体
的
な
監
視
対
象
の
特
定
、
監
視

対
象
が
監
視
対
象
と
な
る
類
型
に
当
た
る
と
依
拠
し
た
事
実
や
状
況
、
関
係
の
な
い
通
信
の
収
集
を
最
小
限
に
す
る
方
法
、
監
視
の
目

的
、
求
め
ら
れ
る
対
外
諜
報
情
報
が
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
入
手
で
き
な
い
こ
と
、
必
要
な
監
視
期
間
等
を
疎
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

よ
う
。
こ
こ
で
い
う
監
視
の
目
的
の
疎
明
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
さ
ら
に
、
通
信
傍
受
法
の
各
規
定
な
ど
も
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
）
監
視
の
申
請
審
査
機
関
と
審
査
内
容

そ
し
て
監
視
の
申
請
に
つ
い
て
審
査
す
る
機
関
（
審
査
機
関
）
が
問
題
と
な
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、通
信
傍
受
法
で
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
、

裁
判
官
に
よ
る
審
査
が
望
ま
し
い
と
も
思
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
審
査
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
国
家
安
全
保
障
が
関
係
す
る
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対
外
諜
報
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
問
題
や
専
門
性
の
問
題
等
か
ら
通
常
の
裁
判
所
の
裁
判
官
に
よ

る
審
査
に
付
す
こ
と
は
現
実
的
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
点
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
裁
判
所
を
別
途
設
け
て
監
視
の
申
請
を
審

査
し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
い
か
な
る
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
現
段
階
で
の
考
え
ら
れ
る
方
策
と
し
て
二

つ
の
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
の
も
の
と
し
て
は
、
憲
法
七
六
条
二
項
前
段
は
特
別
裁
判
所
の
設
置
を
禁
止
し
て
い
る
た
め
、
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
よ
う
な
裁
判
所
を
別
途
新
た
に
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
行
政
機
関
以
外
の
第
三
者
機
関
を
設
け
て
政
府
の
申
請
の

審
査
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
際
に
は
、
一
定
の
機
密
情
報
取
扱
資
格
制
度
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
資
格
を
有
す
る
弁

護
士
な
ど
の
法
曹
が
政
府
の
申
請
の
審
査
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
で
は
、
監
視
に
先
立
つ
裁
判
官
に
よ
る
令
状

要
件
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
国
家
安
全
保
障
を
目
的
と
す
る
対
外
諜
報
の
領
域
で
は
、
憲
法
三
五
条
に
よ

り
求
め
ら
れ
る
要
件
は
犯
罪
捜
査
の
場
合
と
は
異
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
裁
判
官
に
よ
る
令
状
審
査
の
要
件
を
そ
の
ま

ま
設
定
し
て
こ
れ
を
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
も
違
憲
と
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
二
の
も
の
と
し
て
は
、
第
一
の
も
の
と
同
様
に
、
対
外
諜
報
の
場
面
で
は
憲
法
三
五
条
が
規
定
す
る
裁
判
官
に
よ
る
審
査
を
要
件
と

せ
ず
と
も
違
憲
と
は
な
ら
な
い
と
の
立
場
に
立
ち
、
監
視
を
監
督
す
る
何
ら
か
の
行
政
機
関
を
設
け
て
政
府
の
申
請
を
審
査
す
る
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
憲
法
七
六
条
二
項
後
段
は
行
政
機
関
に
よ
る
終
審
と
し
て
の
裁
判
を
禁
止
し
て
お
り
、
こ
の
規
定
と
の

関
係
が
問
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
裁
判
」
と
は
、
海
難
審
判
所
の
「
裁
決
」
な
ど
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

行
政
機
関
に
よ
る
裁
判
が
前
審
と
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
裁
判
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
通
常
裁
判
所
に
上
訴
で
き
る
限
り
、
憲
法
上
禁
止
さ

れ
な
い
と
さ
れ
る（

（5
（

。
こ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
、
そ
も
そ
も
こ
こ
で
の
審
査
機
関
の
審
査
は
監
視
実
施
の
可
否
で
あ
り
、
何
ら
か
の

事
件
に
つ
い
て
審
判
を
下
す
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
海
難
審
判
所
の
「
裁
決
」
な
ど
と
は
判
断
の
性
質
が
異
な
る
も
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の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
対
外
諜
報
の
場
面
で
は
裁
判
官
に
よ
る
審
査
に
よ
ら
ず
と
も
憲
法
三
五
条
に
反
し
な
い

の
で
、
こ
の
行
政
機
関
の
審
査
に
よ
る
監
視
認
容
の
判
断
に
つ
い
て
上
訴
と
し
て
司
法
審
査
が
予
定
さ
れ
て
い
な
く
と
も
憲
法
七
六
条
二

項
後
段
に
は
抵
触
し
な
い
と
い
え
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
憲
法
三
五
条
の
手
続
要
件
を
可
能
な
限
り
対
外
諜
報
の
場
面

に
当
て
は
め
る
と
い
う
、
あ
く
ま
で
憲
法
三
五
条
上
の
要
請
を
満
た
せ
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
裁
判
官
に
よ
る
審
査
が
絶
対
的
に

は
求
め
ら
れ
な
い
と
い
う
前
提
が
許
さ
れ
て
い
る
以
上
、
行
政
機
関
に
よ
る
審
査
で
あ
っ
て
も
憲
法
七
六
条
二
項
に
反
し
な
い
と
解
す
る

余
地
は
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
二
の
考
え
方
は
、
専
門
性
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
比
較
的
容
易
に
解
決
で

き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

尚
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
犯
罪
捜
査
を
目
的
と
し
た
通
信
傍

受
法
で
は
通
信
傍
受
に
つ
い
て
裁
判
官
が
行
っ
た
判
断
等
に
つ
い
て
事
後
的
に
不
服
申
立
て
が
で
き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る（

（5
（

が
、
対

外
諜
報
と
い
う
場
面
で
は
、
傍
受
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
基
本
的
に
は
通
信
の
当
事
者
に
通
知
さ
れ
な
い
た
め
、
何
ら
か
の
審
査
機
関
の

判
断
等
に
つ
い
て
不
服
申
立
て
の
機
会
を
全
面
的
に
設
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
監
視
の
過

程
で
何
ら
か
の
犯
罪
が
発
覚
し
、
刑
事
訴
追
さ
れ
、
当
該
監
視
に
よ
り
得
ら
れ
た
犯
罪
の
証
拠
が
刑
事
裁
判
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
何
ら
か
の
手
続
で
そ
の
情
報
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
得
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
被
告
人
が
監

視
の
適
法
性
を
裁
判
な
ど
で
争
う
手
段
を
規
定
し
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う（

（5
（

。

以
上
の
各
点
に
つ
い
て
は
今
後
も
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
い
か
な
る
機
関
に
よ
る
審
査
で
あ
れ
ば
通
信
事

業
者
等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
の
か
と
い
っ
た
実
務
面
で
の
課
題
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
審
査
機
関
は
、
政
府
の
申
請
が
法
律
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
。
審
査
機
関
は
監
視
対
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象
に
監
視
対
象
類
型
の
相
当
な
理
由
が
あ
る
か
を
は
じ
め
と
し
て
、
関
係
の
な
い
通
信
の
収
集
を
最
小
限
に
す
る
方
法
や
求
め
ら
れ
る
対

外
諜
報
情
報
が
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
入
手
で
き
な
い
も
の
か
等
、
申
請
が
法
律
の
各
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
を
判
断
し
、
可
能
で
あ

れ
ば
、
監
視
対
象
者
の
身
元
や
電
子
的
監
視
が
向
け
ら
れ
る
各
施
設
ま
た
は
場
所
の
性
質
と
位
置
、
収
集
さ
れ
る
情
報
の
形
態
及
び
電
子

的
監
視
の
対
象
と
な
る
通
信
ま
た
は
活
動
の
形
態
、
監
視
期
間
等
に
つ
い
て
具
体
的
に
特
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
監
視
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
諜
報
活
動
で
は
、
一
定
の
長
期
に
わ
た
る
情
報
収
集
を
行
う
必
要
が
高
く
、
通
信
傍
受
法
の
よ
う
に
一
〇
日
を
基
準
と
す

る
（
（6
（

と
、
お
よ
そ
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
き
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
規
定
を
参
考
に
し
た
期
間
の
設
定
が
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
規
定
と
し
て
は
、
通
信
事
業
者
等
に
関
す
る
規
定
や
収
集
し
た
情
報
の
利
用
、
国
会
等
へ
の
報
告
や
違
法
な
監
視
に

対
す
る
刑
事
制
裁
や
救
済
策
な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
通
信
傍
受
法
も
参
考
に
な
る
。

尚
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
よ
う
に
外
国
政
府
な
ど
の
一
定
の
外
国
勢
力
間
で
な
さ
れ
る
一
定
の
通
信
（
例
え
ば
日
本
国
民
（
永
住
権
者
）
の
通
信
を

含
ま
な
い
通
信
な
ど
）
に
つ
い
て
審
査
を
経
る
こ
と
な
く
監
視
を
実
施
で
き
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
そ
の
根
拠
を
含
め
て
慎
重
に
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。

8 

犯
罪
捜
査
と
対
外
諜
報
の
競
合
の
問
題

対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
は
例
え
ば
テ
ロ
な
ど
一
定
の
場
合
、
犯
罪
捜
査
（
刑
事
訴
追
）
と
目
的
が
競
合
す
る
こ
と
が
観
念
し

得
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、
以
前
別
稿
に
て
検
討
を
加
え
た（

（6
（

。
我
が
国
に
お
い
て
も
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同
様
に
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
と
犯
罪
捜
査
の
目
的
が
競
合
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
は
犯
罪
捜
査
と
は
異
な
っ
た
要
件
で
実
施
可
能
で
あ
る
が
、こ
の
よ
う
な
電
子
的
監
視
が
無
条
件
・

無
制
限
に
犯
罪
捜
査
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
従
来
の
犯
罪
捜
査
の
規
律
が
無
意
味
と
な
る
。
と
は
い
え
、
一
定
の
場
合
に
は
、
例

え
ば
外
国
テ
ロ
リ
ス
ト
や
そ
の
協
力
者
な
ど
を
処
罰
す
る
必
要
性
は
高
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
べ
き
で

あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
検
討
を
加
え
る
と
、
ま
ず
観
念
し
得
る
類
型
は
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
が
対
外
諜
報
に
関
す

る
情
報
で
あ
る
と
同
時
に
、
何
ら
か
の
犯
罪
の
証
拠
で
あ
る
と
い
う
場
合
で
あ
る
（
例
え
ば
、
あ
く
ま
で
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
外
国
テ
ロ
組

織
の
構
成
員
や
協
力
者
を
監
視
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
数
人
で
共
謀
し
て
爆
弾
テ
ロ
計
画
を
立
て
て
い
る
事
実
が
判
明
し
、
こ
れ
が
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰

及
び
犯
罪
収
益
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
）
に
よ
り
処
罰
可
能
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
は
外
国
テ
ロ
組
織
に
関
す
る
対
外
諜
報
に
関
す

る
情
報
で
あ
る
と
同
時
に
犯
罪
の
証
拠
で
も
あ
る
（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
六
条
の
二 

第
一
項
参
照
））。
こ
の
場
合
、
こ
の
証
拠
を
後
の
刑
事
手
続

に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
、
確
か
に
、
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
が
犯
罪
捜

査
よ
り
も
緩
や
か
な
要
件
の
下
で
実
施
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
一
旦
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
正
当
に
開
か
れ
て
い
る
以
上
は
そ
こ
で
得
ら

れ
た
情
報
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
も
い
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
を
無
条
件
に
許
す
と
や
は
り
従
来
の
犯
罪
捜
査
の
規

律
が
無
意
味
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
の
「
監
視
の
目
的
」
に

つ
い
て
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（6
（

。
こ
の
点
に
つ
き
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
目
を
向
け
る
と
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
当
初
、
監
視
の
「
そ
の
目

的
（the purpose

）」
が
対
外
諜
報
情
報
の
収
集
の
場
合
に
の
み
そ
の
利
用
を
認
め
て
お
り
、
こ
れ
は
「
主
要
な
目
的
」
が
対
外
諜
報
で

あ
る
場
合
に
の
み
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
監
視
を
認
め
る
も
の
と
一
般
的
に
解
釈
・
運
用
さ
れ
て
い
た（

（6
（

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
一
年
に
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国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、
愛
国
者
法
に
よ
る
改
正
を
受
け
た
結
果
、
現
在
で
は
、
監
視
の
「
重
要
な
目
的
の
一
つ
（a significant 

purpose

）」
が
対
外
諜
報
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き（

（6
（

、
理
論
上
、
犯
罪
捜
査
を
主
要
な
目
的

と
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
余
地
が
生
ま
れ
て
い
る（

（6
（

。
確
か
に
、
対
外
諜
報
と
刑
事
訴
追
（
犯
罪
捜
査
）
は
密
接
不

可
分
な
側
面
が
あ
り（

（6
（

、
ま
た
、
そ
こ
で
刑
事
訴
追
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
国
際
テ
ロ
犯
罪
や
ス
パ
イ
罪
で
あ
り
、
日
常
的
な
犯
罪
で

は
な
い（

（6
（

。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
は
刑
事
訴
追
を
主
要
な
目
的
と
し
て
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
し
て
も
特
段
、
不
当
な
権

限
の
濫
用
の
懸
念
は
生
じ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（6
（

。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
現
在
進
行
中
の
対
外
諜
報
上
の
犯
罪
に
つ
い
て

で
あ
れ
ば
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
刑
事
訴
追
目
的
で
の
監
視
と
証
拠
の
収
集
が
で
き
る
と
も
思
わ
れ
る（

（6
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
は
い
っ
て

も
、
監
視
の
「
重
要
な
目
的
の
一
つ
（a significant purpose

）」
が
対
外
諜
報
情
報
の
収
集
で
足
り
る
と
す
れ
ば
、
対
外
諜
報
目
的
で
の

電
子
的
監
視
が
潜
脱
的
な
法
執
行
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
理
論
上
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

我
が
国
に
お
い
て
は
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
「
重
要
な
目
的
の
一
つ
（a significant purpose

）」
の
基
準
を
採
用
す
る
の
で
は
な
く
、
監
視
の
「
主

要
な
目
的
」
が
対
外
諜
報
で
あ
る
場
合
に
の
み
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
を
認
め
る
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
要
件
を
設
定
す
る
こ
と
で
政
府
の
権
限
の
濫
用
に
対
す
る
懸
念
は
さ
ら
に
一
層
低
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
要
件
設

定
の
下
行
わ
れ
た
監
視
で
得
ら
れ
た
情
報
は
後
に
刑
事
手
続
に
お
い
て
利
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
潜
脱
的
な
法
執
行
に
は

当
た
ら
ず
、
憲
法
三
五
条
に
反
し
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う（

（7
（

。

次
に
考
え
ら
れ
る
類
型
は
、
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
の
実
施
中
に
何
ら
か
の
犯
罪
の
証
拠
を
獲
得
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
例
え
ば
、
こ
れ
も
あ
く
ま
で
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
外
国
テ
ロ
組
織
の
構
成
員
や
協
力
者
を
監
視
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
外
国
テ
ロ
組
織
や
そ
の
活
動
と
は

関
係
の
な
い
（
対
外
諜
報
に
関
す
る
情
報
で
は
な
い
）
薬
物
密
売
や
窃
盗
、
殺
人
等
に
つ
い
て
の
証
拠
を
入
手
し
た
場
合
）。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
収
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集
さ
れ
た
証
拠
を
後
の
刑
事
手
続
で
利
用
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
通
信
傍
受
法
一
五

条
の
他
の
犯
罪
の
実
行
を
内
容
と
す
る
通
信
の
傍
受
の
規
定
で
あ
る
。
本
規
定
で
は
、
検
察
官
ま
た
は
司
法
警
察
員
は
、
傍
受
の
実
施
を

し
て
い
る
間
に
、
傍
受
令
状
に
被
疑
事
実
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
犯
罪
以
外
の
犯
罪
で
あ
っ
て
、
通
信
傍
受
法
の
対
象
犯
罪
ま
た
は
死

刑
も
し
く
は
無
期
も
し
く
は
短
期
一
年
以
上
の
懲
役
も
し
く
は
禁
錮
に
当
た
る
も
の
を
実
行
し
た
こ
と
、
実
行
し
て
い
る
こ
と
ま
た
は
実

行
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
通
信
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
通
信
の
傍
受
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
る（

（7
（

。
こ
れ
は
合
法
に
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
が
開
か
れ
た
場
所
で
の
押
収
を
認
め
る
現
認
性
の
例
外
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
（
（7
（

。
通
信
傍
受
法
は
あ
く
ま
で
犯
罪
捜
査
目
的
の
た
め
の
通
信
傍
受
を
規
律
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
現
認
性
の
例
外
の
考

え
方
は
犯
罪
捜
査
の
場
面
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、
適
法
な
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
の
実
施
中
に
犯
罪
の
証
拠
が
発
見
さ
れ

る
場
合
に
も
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
の
実
施
中
に
何
ら
か
の
犯
罪
の
証
拠
を
発
見
し
た

場
合
、
こ
れ
を
無
令
状
で
押
収
し
、
刑
事
手
続
で
利
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
場
合
に

押
収
で
き
る
犯
罪
の
証
拠
の
範
囲
を
政
策
的
に
予
め
法
定
し
て
お
く
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
通
信
傍
受
法
の
規
定
を
参
考
に

一
定
の
重
大
な
犯
罪
に
限
っ
て
押
収
を
認
め
、
刑
事
手
続
で
の
利
用
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

9 

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
我
が
国
に
お
け
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
の
可
能
性
に
つ
き
検
討
を
加
え
て
き
た
。
我
が
国
に
お

い
て
は
こ
の
よ
う
な
議
論
は
依
然
と
し
て
な
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
国
家
・
社
会
の
安
全
を
保
護
し
、
同
時
に
個
人
の
自
由
と
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
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国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
の
検
討
が
真
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
加
え
て
さ
ら
に
諸
外
国
の
制
度
を
比
較
検
討
す
る

な
ど
し
て
よ
り
包
括
的
な
議
論
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

（
1
）
国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
編
『
平
成
二
八
年 

警
察
白
書
』（
二
〇
一
六
年
）
一
六
頁
─
一
七
頁
（
以
下
、『
平
成
二
八
年
警
察
白
書
』）

https://w
w

w
.npa.go.jp/hakusyo/h28/pdf/pdf/03_tokusyu.pdf 

ま
た
、
国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
編
『
令
和
元
年 

警
察
白
書
』（
二

〇
一
九
年
）
三
二
頁
─
三
三
頁
（
以
下
、『
令
和
元
年 

警
察
白
書
』）https://w

w
w

.npa.go.jp/hakusyo/r01/pdf/03_tokushu.pdf 

も
参
照
。

こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
の
最
高
指
導
者
と
さ
れ
る
ア
ル
・
バ
グ
ダ
デ
ィ
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
に
シ
リ
ア
に
て
米
軍
が
死
亡
を
確
認
し
て
い
る
（T

he 
U

nited States H
as Brought the Leader of ISIS to Justice, available at https://w

w
w

.w
hitehouse.gov/briefings-statem

ents/
united-states-brought-leader-isis-justice/

（last visited A
ug 27, 2020

））
が
、
実
際
の
組
織
の
活
動
状
況
は
依
然
と
し
て
不
明
確
で
あ
り
、

今
後
も
そ
の
動
向
に
警
戒
が
要
さ
れ
る
。

（
2
）
『
平
成
二
八
年 

警
察
白
書
』
一
七
頁
、『
令
和
元
年 

警
察
白
書
』
二
九
頁
─
三
三
頁
参
照
。

（
3
）
防
衛
省
・
自
衛
隊
『
令
和
二
年
版 

防
衛
白
書 

日
本
の
防
衛
』（
二
〇
二
〇
年
）
九
一
頁
。

　
　

https://w
w

w
.m

od.go.jp/j/publication/w
p/w

p2020/pdf/R02010203.pdf

（
4
）
同
右
参
照
。

（
5
）
『
令
和
元
年 

警
察
白
書
』
二
〇
七
頁
。

　
　

https://w
w

w
.npa.go.jp/hakusyo/r01/pdf/10_dai6sho.pdf

（
6
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
中
林
暁
生
「
判
批
」
法
教
別
冊
（
付
録
・
判
例
セ
レ
ク
ト 

二
〇
一
五
Ⅰ
）
四
二
五
号
九
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇

一
六
年
）、
池
田
公
博
「
判
批
」
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
［
第
二
版
］
九
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）、
徳
丸
大
輔
「
判
批
」
民
事
研
修
七
〇
〇

号
四
八
頁
（
民
事
研
修
編
集
室
、
二
〇
一
五
年
）、
井
桁
大
介
「
ム
ス
リ
ム
監
視
捜
査
の
憲
法
上
の
問
題
点
」
法
セ
七
四
二
号
一
三
頁
（
日
本
評

論
社
、
二
〇
一
六
年
）、
渡
辺
康
行
「
ム
ス
リ
ム
捜
査
事
件
の
憲
法
学
的
考
察
─
警
察
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
・
保
管
・
利
用
の
統
制
─
」
松

井
茂
記
、
長
谷
部
恭
男
、
渡
辺
康
行
編
『
自
由
の
法
理
』
阪
本
昌
成
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
九
三
七
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
小
林
祐
紀
「
ム

ス
リ
ム
に
対
す
る
監
視
・
情
報
収
集
」
大
沢
秀
介
、
新
井
誠
、
横
大
道
聡
編
著
『
変
容
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
法 

各
国
に
お
け
る
〈
自
由
と
安
全
〉



三
一
〇

法
制
の
動
向
』
四
一
五
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）
等
が
あ
る
。
本
件
事
実
の
概
要
及
び
判
旨
内
容
に
つ
い
て
は
原
審
の
東
京
地
判
平
成
二
六

年
一
月
一
五
日
（LEX

/D
B25517582

）
も
参
照
。
本
件
で
の
争
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
で
は
憲
法
上
の
争
点
の
み
を
取
り
上
げ
、
本
稿

の
射
程
に
関
す
る
程
度
で
の
紹
介
・
検
討
に
と
ど
め
る
。
本
件
は
最
高
裁
判
所
に
よ
り
上
告
棄
却
・
不
受
理
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
決
平

成
二
八
年
五
月
三
一
日
（D

1-Law
.com

判
例
体
系
）。

（
7
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
玉
蟲
由
樹
「
判
批
」
平
成
二
八
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
一
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇

一
七
年
）、
清
水
雅
彦
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説W

atch

二
〇
号
一
一
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）、
十
河
弘
「
判
批
」
法
セ
七
四
二
号

八
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）、
丸
山
敦
裕
「
判
批
」
判
時
二
三
一
四
号
一
四
八
頁
（
判
例
時
報
社
、
二
〇
一
七
年
）、
小
山
剛
「
判
批
」

判
時
二
三
二
八
号
三
頁
（
判
例
時
報
社
、
二
〇
一
七
年
）
等
が
あ
る
。
本
件
で
の
争
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
稿
の
射
程
に
関
係
す
る
範
囲
内

で
の
紹
介
・
検
討
に
と
ど
め
る
。
本
件
は
最
高
裁
判
所
に
よ
り
上
告
棄
却
・
不
受
理
の
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
最
決
平
成
二
八
年
一
〇
月
二
六

日
（D

1-Law
.com

判
例
体
系
）。

（
8
）
た
だ
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
既
に
全
国
に
数
ヶ
所
存
在
す
る
防
衛
省
情
報
本
部
の
通
信
所
が
日
本
上
空
に
飛
来
す
る

各
種
電
波
を
収
集
し
、
さ
ら
に
電
波
部
が
我
が
国
唯
一
の
電
波
情
報
機
関
と
し
て
、
通
信
所
が
収
集
し
た
各
種
電
波
の
処
理
・
解
析
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
る
（
情
報
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.m
od.go.jp/dih/organization.htm

l

（
二
〇
二
〇
年
八
月

二
九
日
最
終
閲
覧
））。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
電
波
傍
受
は
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
等
の
通
信
の
傍
受
と
は
本
来
的
に
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
9
）
通
信
傍
受
法
別
表
第
一
、
第
二
参
照
。

（
10
）
通
信
傍
受
法
三
条
一
項
参
照
。
類
型
ご
と
の
詳
細
な
各
要
件
は
通
信
傍
受
法
三
条
の
各
規
定
を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）
通
信
傍
受
法
四
条
一
項
参
照
。

（
12
）
通
信
傍
受
法
五
条
一
項
参
照
。
傍
受
期
間
の
延
長
は
可
能
で
あ
る
が
三
〇
日
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
（
通
信
傍
受
法
七
条
一
項
参
照
）。

（
13
）
通
信
傍
受
法
六
条
一
項
参
照
。

（
14
）
通
信
傍
受
法
一
三
条
参
照
。
尚
、
平
成
二
八
年
よ
り
一
時
的
保
存
に
よ
る
通
信
傍
受
と
特
定
電
子
計
算
機
を
用
い
る
通
信
傍
受
の
方
法
が
導
入

さ
れ
、
こ
こ
で
は
、
特
に
後
者
の
場
合
に
通
信
事
業
者
等
の
立
会
い
は
求
め
ら
れ
な
い
な
ど
よ
り
効
率
的
な
通
信
の
傍
受
の
実
施
が
図
ら
れ
て
い

る
（
通
信
傍
受
法
二
〇
条
─
二
三
条
参
照
）。

（
15
）
通
信
傍
受
法
一
四
条
一
項
参
照
。



三
一
一

国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

（
16
）
通
信
傍
受
法
三
〇
条
一
項
参
照
。

（
17
）
通
信
傍
受
法
三
六
条
参
照
。

（
18
）
通
信
傍
受
法
三
七
条
一
項
参
照
。

（
19
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
渡
辺
修
「
判
批
」
平
成
三
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）、
岡

部
泰
昌
「
判
批
」
判
時
一
四
〇
九
号
一
八
九
頁
（
判
例
時
報
社
、
一
九
九
二
年
）、
松
本
一
郎
「
判
批
」
刑
訴
訴
訟
法
判
例
百
選
［
第
六
版
］
六

四
頁
（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）（
有
斐
閣
、
一
九
九
二
年
）、
岩
橋
義
明
「
判
批
」
研
修
五
二
三
号
二
七
頁
（
法
務
総
合
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）、

高
田
昭
正
「
判
批
」
法
セ
四
四
八
号
一
二
七
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
）、
小
早
川
義
則
「
判
批
」
法
セ
四
五
三
号
一
三
一
頁
（
日
本
評

論
社
、
一
九
九
二
年
）、
石
毛
平
蔵
「
判
批
」
捜
査
研
究
四
八
四
号
六
九
頁
（
東
京
法
令
出
版
、
一
九
九
二
年
）
等
が
あ
る
。

（
20
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
椎
橋
隆
幸
「
電
話
傍
受
の
適
法
性
に
つ
い
て
」
渥
美
東
洋
編
『
組
織
・
企
業
犯
罪
を
考
え
る
』（
中
央
大
学

出
版
部
、
一
九
九
八
年
）
二
八
一
頁
、
市
川
正
人
「
判
批
」
平
成
五
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
二
〇
九
頁
（
有
斐
閣
、
一

九
九
四
年
）、
河
村
博
「
判
批
」
判
例
時
報
一
四
七
六
号
二
三
八
頁
（
判
例
時
報
社
、
一
九
九
四
年
）、
平
良
木
登
規
男
「
判
批
」
刑
事
訴
訟
法
判

例
百
選
［
第
七
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
七
〇
頁
（
有
斐
閣
、一
九
九
八
年
）、平
松
毅
「
判
批
」
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
三
版
］
一
二
八
頁
（
別

冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）（
有
斐
閣
、一
九
九
四
年
）、「
判
批
」
警
察
時
報
第
五
一
巻
一
一
月
号
一
〇
六
頁
（
警
察
時
報
社
、一
九
九
六
年
）、渡
邉
一
弘
「
判

批
」
警
察
学
論
集
第
四
六
巻
第
一
号
一
六
一
頁
（
立
花
書
房
、
一
九
九
三
年
）
等
が
あ
る
。

（
21
）
本
決
定
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
池
田
修
＝
飯
田
喜
信
「
判
批
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
二
二
〇
頁
（
平
成
一
一
年
度
）（
法
曹
会
、

二
〇
〇
二
年
）、
池
田
修
＝
飯
田
喜
信
「
判
批
」
曹
時
第
五
四
巻
第
五
号
二
七
八
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
堀
江
慎
司
「
判
批
」
判
タ
別
冊

二
六
号
二
九
〇
頁
（
警
察
基
本
判
例
・
実
務
二
〇
〇
）（
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
後
藤
昭
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
六
号
一
九

五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）、
小
早
川
義
則
「
判
批
」
平
成
一
一
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
一
八
三
頁
（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
〇
年
）、
清
水
真
「
判
批
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
［
第
一
〇
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
七
〇
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）、
立
山
紘

毅
「
判
批
」
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
六
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
一
三
六
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）、
安
村
勉
「
判
批
」
刑
事
訴
訟
法
判
例

百
選
［
第
九
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
七
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）、
平
松
毅
「
判
批
」
憲
法
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
五
版
］
一
三
四
頁
（
有

斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）、
指
宿
信
「
判
批
」
メ
デ
ィ
ア
判
例
百
選
［
第
二
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
二
一
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）、
椎

橋
隆
幸
「
判
批
」
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
［
第
八
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
七
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）、
三
浦
守
「
判
批
」
研
修
六
二



三
一
二

三
号
一
一
頁
（
法
務
総
合
研
究
所
、二
〇
〇
〇
年
）、長
沼
範
良
「
判
批
」
法
教
二
五
六
号
二
二
頁
（
有
斐
閣
、二
〇
〇
二
年
）、立
山
紘
毅
「
判
批
」

法
教
別
冊
二
四
六
号
九
頁
（
付
録
・
判
例
セ
レ
ク
ト
二
〇
〇
〇
）（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）、
平
良
木
登
規
男
「
通
信
傍
受
─
最
高
裁
判
所
平
成

一
一
年
一
二
月
一
六
日
決
定
を
中
心
に
」
警
察
学
論
集
第
五
三
巻
第
八
号
一
五
三
頁
（
立
花
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
水
谷
規
男
「
判
批
」
法
セ

五
四
四
号
一
一
一
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
只
野
雅
人
「
判
批
」
法
セ
五
四
六
号
一
一
四
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
田
口

守
一
「
判
批
」
現
代
刑
事
法
二
五
号
八
〇
頁
（
現
代
法
律
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
檀
上
弘
文
「
判
批
」
椎
橋
隆
幸
・
柳
川
重
規
編
『
刑
事
訴
訟

法
基
本
判
例
解
説
〔
第
二
版
〕』
一
二
〇
頁
（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
等
が
あ
る
。
尚
、
本
件
の
原
審
及
び
原
原
審
は
札
幌
高
判
平
成
九
年
五

月
一
五
日
（
判
時
一
六
三
六
号
一
五
三
頁
）、
旭
川
地
判
平
成
七
年
六
月
一
二
日
（
判
時
一
五
六
四
号
一
四
七
頁
）
で
あ
る
。

（
22
）
渥
美
東
洋
『
全
訂　

刑
事
訴
訟
法
〔
第
二
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
一
二
一
頁
。

（
23
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
検
証
許
可
状
に
よ
る
通
信
傍
受
が
現
在
も
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
み
る
と
、
通
信
傍
受
法
は

対
象
犯
罪
を
限
定
し
て
い
る
の
で
、
通
信
傍
受
法
上
の
対
象
犯
罪
以
外
の
犯
罪
を
検
証
許
可
状
に
基
づ
い
て
傍
受
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
対
象
犯
罪
以
外
の
よ
り
危
険
で
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
犯
罪
が
差
し
迫
っ
て
実
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
通
信
傍

受
を
行
え
ば
、
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
な
局
面
に
お
い
て
は
、
適
切
な
条
件
を
付
し
た
検
証
許
可
状
に
よ
る
傍
受
が
認
め
ら
れ

る
余
地
は
最
高
裁
判
所
の
判
例
上
、
尚
も
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
な
さ
れ
た
傍
受
は
、
通
信
傍
受
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
は

な
る
が
、
憲
法
三
五
条
の
要
求
す
る
実
体
要
件
、
手
続
要
件
は
充
足
し
て
い
る
の
で
憲
法
三
五
条
に
は
反
し
な
い
し
、
刑
訴
法
上
の
検
証
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
の
で
強
制
処
分
法
定
主
義
（
刑
訴
法
一
九
七
条
一
項
但
書
）
に
も
反
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
令
状
主
義
の
精
神
を
没
却
す
る

よ
う
な
重
大
な
違
法
」
は
存
在
せ
ず
、
傍
受
さ
れ
た
会
話
は
証
拠
排
除
さ
れ
な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
は
多
く
の
も
の
が
あ
る
が
、
主
要
な
も
の
と
し
て
、
柴
田
孝
夫
「
判
批
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
二
一
八
頁
（
昭

和
四
七
年
度
）（
法
曹
会
、
一
九
七
二
年
）、
小
高
剛
「
判
批
」
昭
和
四
七
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
六
頁
（
有
斐
閣
、
一

九
七
三
年
）、
金
子
宏
「
判
批
」
判
時
七
〇
〇
号
一
五
一
頁
（
判
例
時
報
社
、
一
九
七
三
年
）、
辻
雄
一
郎
「
判
批
」
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
七
版
］

（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
二
〇
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）、
松
井
幸
夫
「
判
批
」
憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
［
第
六
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
二
五

八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）、
石
川
健
治
「
判
批
」
租
税
判
例
百
選
［
第
四
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
二
〇
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）、

若
狹
勝
「
判
批
」
研
修
五
八
九
号
五
五
頁
（
法
務
総
合
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）、
田
宮
裕
「
判
批
」
警
察
研
究
第
四
八
巻
第
一
一
号
四
六
頁
（
良

書
普
及
会
、
一
九
七
七
年
）、
松
井
茂
記
「
判
批
」
樋
口
陽
一
・
野
中
俊
彦
編
『
憲
法
の
基
本
判
例
第
二
版
』
一
六
〇
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
）
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国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

等
が
あ
る
。
尚
、
本
件
で
被
告
人
は
憲
法
三
五
条
違
反
の
他
に
憲
法
三
八
条
違
反
に
つ
い
て
も
争
っ
て
い
た
が
、
本
稿
の
射
程
を
超
え
る
た
め
こ

こ
で
の
検
討
は
割
愛
す
る
。

（
25
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
は
多
く
の
も
の
が
あ
る
が
、主
要
な
も
の
と
し
て
、千
葉
勝
美
「
判
批
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
（
平
成
四
年
度
）

二
二
〇
頁
（
法
曹
会
、
一
九
九
五
年
）、
熊
本
信
夫
「
判
批
」
平
成
四
年
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
五
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九

九
三
年
）、
宇
那
木
正
寛
「
判
批
」
行
政
判
例
百
選
Ⅰ
［
第
七
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
二
三
四
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）、
宮
地
基
「
判
批
」

憲
法
判
例
百
選
Ⅱ
［
第
六
版
］（
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）
二
五
〇
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
三
年
）、
千
葉
勝
美
「
判
批
」
最
高
裁
時
の
判
例
Ⅰ
（
ジ
ュ

リ
ス
ト
増
刊
）
一
四
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）、
大
橋
亘
「
判
批
」
警
察
学
論
集
第
四
五
巻
第
九
号
九
六
頁
（
立
花
書
房
、
一
九
九
二
年
）、

中
谷
実
「
判
批
」
法
教
別
冊
（
付
録
・
判
例
セ
レ
ク
ト
一
九
九
二
）
一
五
〇
号
一
六
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
三
年
）
等
が
あ
る
。
本
件
の
事
実
の

概
要
に
つ
い
て
は
、
原
原
審
で
あ
る
千
葉
地
判
昭
和
五
九
年
二
月
三
日
（
訟
月
三
〇
巻
七
号
一
二
〇
八
頁
）
も
参
照
。
本
件
に
お
い
て
も
本
稿
の

目
的
に
沿
う
範
囲
で
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。

（
26
）
本
判
決
の
紹
介
・
解
説
と
し
て
、
馬
渡
香
津
子
「
判
批
」
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
（
平
成
二
八
年
度
）
二
三
五
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
一

九
年
）、
中
島
徹
「
判
批
」
平
成
二
九
年
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
二
八
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）、
清
水
真
「
刑
事
訴
訟

法
理
論
と
税
関
検
査
・
関
税
犯
則
調
査
の
交
錯
」
明
治
大
学
法
科
大
学
院
論
集
第
一
九
号
一
二
七
頁
（
明
治
大
学
法
科
大
学
院
、二
〇
一
七
年
）「
判

批
」
新
判
例
解
説
一
一
六
四
号
（2016W

LJCC131

）、
髙
倉
新
喜
「
判
批
」
法
セ
七
四
八
号
一
二
二
頁
、
緑
大
輔
「
判
批
」
新
判
例
解
説

W
atch

（
法
セ
増
刊
）
二
一
号
一
九
九
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）、
岸
野
薫
「
判
批
」
新
判
例
解
説W

atch

（
法
セ
増
刊
）
二
一
号
一

三
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）、
高
倉
新
喜
「
判
批
」
法
セ
七
四
八
号
一
二
二
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
）、
前
田
雅
英
「
判
批
」

捜
査
研
究
七
九
四
号
二
頁
（
東
京
法
令
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
笹
田
栄
司
「
判
批
」
法
教
四
三
九
号
一
二
一
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）、
河

村
有
教
「
判
批
」
海
保
大
研
究
報
告
第
六
二
巻
第
一
号
一
七
一
頁
（
海
上
保
安
大
学
校
、
二
〇
一
七
年
）、
洲
見
光
男
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー

ナ
ル
五
二
号
一
二
八
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
一
七
年
）、
笹
倉
宏
紀
「
令
状
主
義
の
意
義
と
機
能
に
関
す
る
若
干
の
考
察
─
最
高
裁
平
成
二
八
年
一

二
月
九
日
第
三
小
法
廷
判
決
を
素
材
に
─
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
六
号
三
九
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）、
馬
渡
香
津
子
「
判
批
」
最
高
裁

時
の
判
例
九
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
時
増
刊
）
四
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
九
年
）
等
が
あ
る
。

（
27
）
こ
の
点
、
学
説
で
は
、
古
く
か
ら
行
政
手
続
へ
の
令
状
主
義
の
適
用
に
つ
き
、
一
般
的
に
不
適
用
説
、
準
用
説
、
適
用
説
が
展
開
さ
れ
て
き
て

お
り
（
前
田
寛
「
行
政
手
続
と
令
状
制
度
（
憲
法
三
三
条
・
三
五
条
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
徳
山
大
学
論
叢
第
一
三
号
二
七
頁
（
徳
山
大
学
経



三
一
四

済
学
会
、
一
九
七
七
年
））、
そ
の
う
ち
不
適
用
説
が
通
説
的
見
解
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
前
田
・
同
著；

林
修
三
「
憲
法
第
三
五
条
・
第

三
八
条
と
行
政
手
続
の
関
係
に
つ
い
て
─
昭
和
四
七
・
一
一
・
二
二
最
高
裁
判
決
の
研
究
─
」
駒
澤
大
学
法
学
部
研
究
紀
要
第
三
一
号
一
五
頁
（
駒

澤
大
学
、
一
九
七
三
年
））。

（
28
）
渥
美
・
前
掲
注（
22
）
二
七
頁
参
照
。
ま
た
、
国
家
に
よ
る
犯
罪
捜
査
類
似
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
が
刑
事
事
件
と
な
り
得
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
犯
罪
捜
査
に
類
似
し
た
法
的
規
制
が
要
請
さ
れ
る
と
の
見
解
と
し
て
、
田
宮
裕
『
刑
事
訴
訟
法
〔
新
版
〕』（
有
斐
閣
、
一

九
九
六
年
）
四
〇
頁
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
捜
査
（
刑
事
手
続
）
以
外
で
は
、
例
え
ば
、
国
税
犯
則
法
上
の
「
臨
検
」、「
検
査
」
の
よ
う

な
厳
密
に
は
「
捜
索
・
押
収
」
に
ま
で
は
至
ら
な
い
処
分
が
問
題
と
な
る
と
し
て
、
実
際
に
は
憲
法
三
五
条
の
趣
旨
が
推
及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

場
合
が
多
い
と
す
る
（
田
宮
・
同
書
一
〇
一
頁
）。

（
29
）
こ
の
点
に
つ
き
、参
考
に
な
る
の
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
い
わ
れ
る
「
特
別
の
必
要
性
の
法
理
（special needs doctrine

）」
で
あ
る
。

こ
の
法
理
は
、
犯
罪
捜
査
な
ど
の
通
常
の
法
執
行
の
場
合
に
つ
い
て
は
、「
不
合
理
な
捜
索
・
押
収
」
を
禁
じ
る
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
上
合
理

的
で
あ
る
と
い
え
る
た
め
に
は
、「
相
当
な
理
由
」
と
い
う
実
体
要
件
と
そ
の
実
体
要
件
に
支
え
ら
れ
た
裁
判
官
に
よ
る
事
前
の
令
状
が
一
定
の

限
ら
れ
た
例
外
に
当
た
る
場
合
を
除
い
て
必
要
と
な
る
が
、
政
府
側
に
そ
れ
ら
の
通
常
の
法
執
行
を
超
え
た
特
別
の
必
要
性
が
あ
り
、
そ
の
必
要

に
応
え
る
た
め
に
は
令
状
要
件
と
実
体
要
件
の
充
足
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
よ
り
緩
や
か
な
要
件
の
下
で
捜
索
等
の
政
府
の
活

動
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
電
子
的
監
視
を
用
い
た
対
外
諜
報
と
犯
罪
捜
査
─
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
お
け
る
「
相
当
な
理
由
」
要
件
及
び
「
監
視

の
目
的
」
要
件
と
合
衆
国
憲
法
第
四
修
正
と
の
関
係
を
中
心
に
─
」
比
較
法
雑
誌
第
五
二
巻
第
一
号
一
〇
九
頁
、一
三
五
頁
（
日
本
比
較
法
研
究
所
、

二
〇
一
八
年
））。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
戦
後
第
四
修
正
を
継
受
し
た
我
が
国
の
憲
法
三
五
条
に
よ
る
行
政
活
動
の
規
律
な
ど
を
検
討
す
る
際
に

参
考
に
な
ろ
う
。
特
別
の
必
要
性
の
法
理
に
つ
い
て
は
同
拙
稿
一
三
四
頁
以
下
も
参
照
。

（
30
）
渥
美
東
洋
「
電
気
通
信
網
に
よ
る
通
信
・
会
話
の
傍
受
に
つ
い
て
」
渥
美
東
洋
編
『
組
織
・
企
業
犯
罪
を
考
え
る
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一

九
九
八
年
）
二
六
二
頁
参
照
。
ま
た
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
行
政
法
の
観
点
か
ら
は
、
行
政
に
よ
る
具
体
的
な
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
い
か
な

る
性
質
の
行
政
活
動
に
つ
い
て
法
律
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
か
と
い
う
「
法
律
の
留
保
論
」（
櫻
井
敬
子
・
橋
本
博
之
『
行
政
法
［
第
五
版
］』（
弘

文
堂
、
二
〇
一
六
年
）
一
五
頁
─
一
六
頁
参
照
。）
か
ら
検
討
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
井

上
正
仁
『
捜
査
手
段
と
し
て
の
通
信
・
会
話
の
傍
受
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
）
一
四
六
頁
─
一
四
七
頁
も
参
照
）。
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
刑
事

手
続
法
的
観
点
か
ら
の
検
討
で
あ
る
た
め
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
他
日
を
期
す
。



三
一
五

国
家
安
全
保
障
の
た
め
の
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
法
制
定
に
向
け
て
の
一
考
察
（
川
澄
）

（
31
）Foreign Intelligence Surveillance A

ct of 1978 Pub. L. N
o. 95

─511, 92 Stat. 1783 （1978

）.
（
32
）S. REP. N

O
. 95

─701 （M
ar. 14, 1978

） at 9

【hereinafter S. REP. N
O

. 95

─701

】available at https://w
w

w
.intelligence.senate.

gov/sites/default/files/publications/95701.pdf （last visited Sep 1, 2020

）.

（
33
）Id., at 13.

（
34
）See, Id., at 14.

（
35
）See, Id., at 10

─11, 14; See also, 50 U
.S.C.§

1801

（b

）（2

）.

（
36
）Id., at 14.

（
37
）See, e.g. U

nited States v. D
uggan, 743 F2d. 59 

（2d Cir. 1984

）; U
nited States v. Pelton, 835 F.2d 1067 

（4th Cir. 1987

）; In 
re sealed case, 310 F.3d 717 （FISA

 Ct. Rev. 2002

）; U
nited States v. D

uka, 671 F.3d 329 （3d Cir. 2011

）.

（
38
）See, e.g. 50 U

.S.C.§
1801

（f
）, 50 U

.S.C.§
1804, 1805. 

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
対
外
諜
報
目
的
で
の
電
子
的
監
視
─
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
題
材
と
し
て
─
」
比
較
法
雑
誌
第
五
〇
巻
第
三
号
二
七
三
頁
（
日
本
比
較
法
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）、
岡
本
篤
尚

『《
9
・
11
》
の
衝イ

ン
パ
ク
ト撃

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
法
制　

予
防
と
監
視
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
茂
田
忠
良
「
米
国
に

お
け
る
行
政
傍
受
の
法
体
系
と
解
釈
運
用
」警
察
政
策
学
会
資
料
第
九
四
号
警
察
政
策
学
会
テ
ロ
・
安
保
問
題
研
究
部
会
二
頁（
二
〇
一
七
年
六
月
）

http://asss.jp/report/

警
察
政
策
学
会
資
料
〇
九
四
（
米
国
に
お
け
る
行
政
傍
受
に
関
す
る
法
体
系
と
解
釈
運
用
）.pdf

、
富
井
幸
雄
「
安
全
保

障
上
の
電
子
的
監
視
─
権
力
分
立
と
合
衆
国
憲
法
修
正
四
条
の
交
錯
」
法
学
新
報
第
一
二
二
巻
第
三
・
四
号
七
五
頁
（
中
央
大
学
法
学
会
、
二
〇

一
五
年
）、
土
屋
大
洋
「
デ
ジ
タ
ル
通
信
傍
受
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
：
米
国
に
お
け
る
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
外
国
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
監
視
法
）
を
事
例
に
」

情
報
通
信
学
会
誌
二
七
巻
二
号
（
公
益
財
団
法
人
情
報
通
信
学
会
、二
〇
〇
九
年
）
な
ど
を
参
照
。
ま
た
、渡
辺
翔
太
「
ガ
バ
メ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
（
Ｇ

Ａ
）
を
理
由
と
す
る
デ
ー
タ
の
越
境
移
転
制
限
─
そ
の
現
状
と
国
際
通
商
法
に
よ
る
規
律
、
そ
し
て
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
に
対
す
る
含
意
─
」（
二
〇
一
九

年
二
月
）
六
頁
─
七
頁https://w

w
w

.rieti.go.jp/jp/publications/dp/19j067.pdf

、
鈴
木
滋
「
米
国
自
由
法
─
米
国
に
お
け
る
通
信
監
視

活
動
と
人
権
へ
の
配
慮
─
」
外
国
の
立
法
二
六
七 

三
〇
頁
─
四
〇
頁
（2016.3
）https://dl.ndl.go.jp/view

/dow
nload/digidepo_9914660_

po_02670003.pdf?contentN
o=1

な
ど
も
参
照
の
こ
と
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
本
稿
の
目
的
に
沿
う
程
度
で
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。
尚
、

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
国
内
に
お
け
る
対
外
諜
報
目
的
で
の
監
視
を
規
律
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
に
は
国
外
に
所
在
す
る
監
視
対
象
に
対
す
る
監
視
を

規
律
す
る
対
外
諜
報
活
動
監
視
法
改
正
法（Foreign Intelligence Surveillance A

ct A
m

endm
ents A

ct of 2008, FA
A

）が
制
定
さ
れ
た
。



三
一
六

我
が
国
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
国
外
に
所
在
す
る
者
に
対
す
る
監
視
も
検
討
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
国
内
の
監
視

対
象
に
対
す
る
国
内
で
の
監
視
に
そ
の
射
程
を
限
定
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
他
日
を
期
す
。

（
39
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
裁
判
官
は
合
衆
国
最
高
裁
判
所
首
席
裁
判
官
が
少
な
く
と
も

七
つ
の
巡
回
区
か
ら
一
一
人
のD

istrict Court

の
裁
判
官
を
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（See, 50 U

.S.C.§
1803

（a

））、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

の
申
請
の
却
下
に
つ
い
て
の
裁
定
の
審
査
を
す
る
た
め
に
上
訴
裁
判
所
で
あ
る
対
外
諜
報
活
動
監
視
控
訴
裁
判
所
（Foreign Intelligence 

Surveillance Court of Review
, FISCR

、
以
下
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
と
い
う
）
を
設
け
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
の
裁
判
官
はD

istrict Court

ま
た
はCourt 

of A
ppeals

の
裁
判
官
か
ら
三
人
が
合
衆
国
最
高
裁
判
所
首
席
裁
判
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
の
裁
定
に
対
し
、
さ
ら
に
異

議
申
立
て
が
あ
る
場
合
に
は
、
サ
ー
シ
オ
レ
イ
ラ
イ
の
申
立
て
に
よ
り
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
当
該
裁
定
内
容
を
審
査
す
る
権
限
を
有
す
る
こ

と
（See, 50 U

.S.C.§
1803

（b

））、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
及
び
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｒ
は
市
民
の
自
由
、
諜
報
収
集
、
通
信
技
術
等
各
分
野
の
専
門
家
を
「
裁
判
所
の

友
」（A

m
icus curiae

）
と
し
て
最
低
五
名
任
命
し
、
新
規
か
つ
重
要
な
法
解
釈
に
つ
い
て
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
（See, 50 

U
.S.C.§

1803

（i

））
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
40
）See, 50 U

.S.C.§
1804

（a

）.

（
41
）
外
国
勢
力
の
定
義
は
い
く
つ
か
の
も
の
が
あ
る
が
、例
え
ば
、外
国
政
府
や
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
従
事
し
て
い
る
集
団
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る（See, 

50 U
.S.C.§

1801

（a

））。

（
42
）
外
国
勢
力
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
定
義
は
合
衆
国
人
以
外
の
者
に
適
用
さ
れ
る
定
義
と
合
衆
国
人
を
含
む
す
べ
て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
定
義
が
あ

り
、
例
え
ば
、
前
者
は
外
国
勢
力
の
職
員
や
そ
の
被
雇
用
者
と
し
て
活
動
す
る
者
や
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
従
事
し
て
い
る
外
国
勢
力
の
構
成
員
、

ま
た
、合
衆
国
の
国
益
に
反
し
て
外
国
勢
力
の
た
め
に
秘
密
諜
報
活
動
に
従
事
す
る
者
な
ど
が
あ
る（See, 50 U

.S.C.§
1801

（b

）（1

））。
後
者
は
、

例
え
ば
、
外
国
勢
力
の
た
め
に
秘
密
諜
報
活
動
に
意
図
的
に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
が
合
衆
国
の
刑
事
法
に
関
わ
る
（involve

）、
ま
た
は

関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
（m

ay involve

）
場
合
、
外
国
勢
力
の
た
め
に
意
図
的
に
破
壊
活
動
ま
た
は
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
従
事
し
て
い
る
者
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（See, 50 U

.S.C.§
1801

（b

）（2

））。

（
43
）
最
小
化
手
続
と
は
、
例
え
ば
、（
1
）
対
外
諜
報
情
報
を
収
集
、
抽
出
（produce

）、
広
め
る
（dissem

inate

）
合
衆
国
の
必
要
性
に
反
し
な

い
形
で
、
同
意
の
な
い
合
衆
国
人
に
関
す
る
公
に
で
き
な
い
（nonpublicly available

）
情
報
の
捕
捉
、
保
管
を
最
小
限
に
し
、
広
め
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
に
特
定
の
監
視
の
目
的
と
技
術
に
照
ら
し
て
、
合
理
的
に
設
計
さ
れ
た
司
法
長
官
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
具
体
的
な
手
続
、（
2
）
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合
衆
国
人
の
身
元
が
対
外
諜
報
情
報
を
理
解
す
る
、
ま
た
は
そ
の
重
要
性
を
評
価
す
る
の
に
必
要
な
場
合
を
除
い
て
、
対
外
諜
報
情
報
で
は
な
い

公
に
で
き
な
い
情
報
が
本
人
の
同
意
な
く
合
衆
国
人
を
特
定
で
き
る
方
法
で
広
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
手
続
、（
3
）
行
わ
れ
た
、
行
わ
れ
て

い
る
、
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
犯
罪
の
証
拠
で
あ
り
、
法
執
行
目
的
で
保
管
さ
れ
る
ま
た
は
広
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
情
報
を
保
管
し
、
広
め

る
こ
と
を
認
め
る
手
続
等
を
い
う
（See, 50 U

.S.C.§
1801

（h

））。

（
44
）See, 50 U

.S.C.§
1804

（a

）.

（
45
）See, 50 U

.S.C.§
1805

（a

）.

（
46
）See, 50 U

.S.C.§
1805

（c

）（1

）.

（
47
）See, 50 U

.S.C.§
1805

（d

）（1

）.

（
48
）See, 50 U

.S.C.§
1806.

（
49
）See, 50 U

.S.C.§
1809.

（
50
）See, 50 U

.S.C.§
1808,§

1871,§
1873.

（
51
）See, 50 U

.S.C.§
1802

（a

）.

（
52
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
規
定
（
第
一
八
〇
一
条
（
a
）項
、（
b
）項
）
を
参
照
。

（
53
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
特
に
合
衆
国
人
の
監
視
に
は
一
定
の
犯
罪
性
が
要
件
と
さ
れ
て
お
り
（
第
一
八
〇
一
条
（
ｂ
）項
一
、
二
号
参
照
。See, David S. 

K
ris, T

he Rise and Fall of the FISA
 W

all, 17 Stan. L. &
 Pol'y Rev. 487, 491

─492 

（2006

）; See also, H
.R. REP. N

O
. 95

─1283 

（1978

） at 30, 39, 42, 44, 45.

）、
こ
れ
が
第
四
修
正
上
の
要
求
で
あ
る
か
は
不
明
確
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
特
に
日
本
国

民
（
永
住
権
者
）
の
監
視
に
は
一
定
の
犯
罪
性
が
憲
法
三
五
条
上
求
め
ら
れ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
ど
の
対
象
の
範
囲
・
程
度
で
犯
罪
性

を
監
視
の
要
件
と
す
る
か
は
合
衆
国
議
会
で
の
議
論
（S REP. N

O
. 95

─701 at 9

─16

）
も
参
照
。

（
54
）
通
信
傍
受
法
三
条
一
項
参
照
。

（
55
）
我
が
国
に
お
け
る
監
視
の
実
施
機
関
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
各
都
道
府
県
警
察
の
各
所
掌
部
局
、
公
安
調
査
庁
、
内
閣
情
報
調
査
室
、

防
衛
省
情
報
本
部
、
自
衛
隊
の
各
所
掌
部
隊
な
ど
が
そ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、「
連
邦
の
職
員
（Federal 
officer

）」
が
監
視
の
申
請
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（See, 50 U

.S.C.§
1804

（a
））
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
機
関
は
諜
報
機
関
と
法

執
行
機
関
を
含
め
て
数
多
く
存
在
し
、
ど
の
よ
う
な
機
関
が
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
し
た
監
視
を
行
っ
て
い
る
の
か
必
ず
し
も
そ
の
実
態
は
明
確
で
は
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な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
監
視
制
度
を
創
設
す
る
際
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
実
務
な
ど
も
調
査
す
る
必
要
性
が
高
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検

討
は
本
稿
の
射
程
を
超
え
る
た
め
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
56
）
通
信
傍
受
法
四
条
一
項
参
照
。

（
57
）
長
尾
一
紘
『
日
本
国
憲
法
【
全
訂　

第
四
版
】』（
世
界
思
想
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
三
二
頁
。

（
58
）
通
信
傍
受
法
三
三
条
参
照
。

（
59
）
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
規
定
（
第
一
八
〇
六
条
（
ｃ
）〜（
e
）
項
参
照
）。

（
60
）
通
信
傍
受
法
五
条
一
項
参
照
。

（
61
）
拙
稿
・
前
掲
注（
29
）

（
62
）
同
右
一
二
〇
頁
参
照
。

（
63
）
同
右（
29
）
一
一
二
頁
─
一
一
三
頁
、
一
二
〇
頁
─
一
二
一
頁
。See, Richard H

enry Seam
on, W

illiam
 D

ylan Gardner, T
he Patriot A

ct 
and the W

all Betw
een Foreign Intelligence and Law

 E
nforcem

ent, 28 H
arv. J.L. &

 Pub. Pol’y 319, 364

─367 

（2005

）; K
ris, 

supra note 53 at 494

─495 （2006
）. See, e.g. U

nited States v. D
uggan, 743 F2d. 59 （2d Cir. 1984

）; U
nited States v. Pelton, 835 

F.2d 1067 

（4th Cir. 1987

）; U
nited States v. Badia, 827 F.2d 1458 

（11th Cir. 1987

）; U
nited States v. Johnson, 952 F.2d 565 

（1st Cir. 1992

）. 

た
だ
し
、
こ
の
「
主
要
な
目
的
」
の
要
件
に
よ
っ
て
も
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
監
視
で
得
ら
れ
た
犯
罪
の
証
拠
は
刑
事
訴
追
で
利

用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。See, e.g. U

nited States v. D
uggan, 743 F2d. 59 

（2d Cir. 1984

）; 
U

nited States v. Pelton, 835 F.2d 1067 （4th Cir. 1987

） United States v. Badia, 827 F.2d 1458 （11th Cir. 1987

）; U
nited States 

v. Johnson, 952 F.2d 565 （1st Cir. 1992

）.

（
64
）See, 50 U
.S.C.§

1804

（a

）（6

）（B

）.

（
65
）
拙
稿
・
前
掲
注（
29
）
一
三
一
頁
。See, Seam

on, Gardner, supra note 61 at 326; 

富
井
・
前
掲
注（
38
）
一
一
五
頁
参
照
。

（
66
）
拙
稿
・
同
右
一
三
二
頁
。See, e.g. S. REP. N

O
. 95

─701 at 10

─11.

（
67
）
同
右
一
三
二
頁
─
一
三
三
頁
。

（
68
）
同
右
一
三
三
頁
。

（
69
）
同
右
。
こ
の
点
に
つ
き
、
富
井
・
前
掲
注（
38
）
一
一
五
頁
参
照
。
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（
70
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
犯
罪
捜
査
や
犯
罪
の
証
拠
に
関
す
る
情
報
共
有
を
い
か
な
る
機
関
（
傍
受
実
施
機
関
（
部
局
）、
法
執
行
機
関
（
部
局
）、

検
察
官
）
と
の
間
で
の
い
か
な
る
方
法
・
条
件
、
手
続
で
認
め
る
の
か
な
ど
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
例
も
含
め
て
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
要

さ
れ
る
た
め
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
課
題
と
す
る
。

（
71
）
通
信
傍
受
法
一
五
条
参
照
。

（
72
）
渥
美
・
前
掲
注（
22
）
一
三
七
頁
。

（
神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師
）




